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２９明治期における友子制度普及の必然性

Ⅲ
明
治
期
に
お
け
る
日
本
鉱
山
業
近
代
化
の
特
質

前
稿
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
明
治
期
な
か
ん
ず
く
明
治
三
○
年
代
前
半
期
ま
で
に
、
日
本
の
鉱
山
業
に
お
い
て
友
子
制
度
が
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
ふ
た
。
本
稿
で
は
、
友
子
制
度
が
著
し
く
か
つ
広
範
に
普
及
し
た
明
治
期
の
日
本
鉱
山
業
の
近

代
化
の
過
程
の
特
徴
を
概
観
し
つ
つ
、
何
故
に
鉱
山
業
の
近
代
化
の
過
程
で
友
子
制
度
が
か
く
も
著
し
く
広
範
に
普
及
し
た
か
の
原
因
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性
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3０ 
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）
 

日
本
の
鉱
山
業
は
、
徳
川
期
に
お
い
て
、
世
界
的
に
も
評
価
し
う
る
ほ
ど
の
著
し
い
発
展
を
み
せ
た
。
し
か
し
当
時
の
鉱
山
業
の
マ

ー
ー
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
生
産
技
術
の
限
界
は
、
地
表
に
近
い
富
鉱
を
掘
り
尺
す
と
鉱
山
業
を
衰
退
さ
せ
た
。
し
か
る
に
明
治
維
新
後
、

（
２
）
 

日
本
の
鉱
山
業
は
、
西
欧
技
術
を
導
入
し
て
新
た
に
発
展
し
た
。
日
本
経
済
の
資
本
主
義
化
は
、
産
業
材
料
と
し
て
の
金
属
の
需
要
を

拡
大
し
、
鉱
山
業
を
活
発
化
し
、
新
た
に
燃
料
資
源
と
し
て
の
石
炭
の
需
要
を
拡
大
し
て
、
炭
砿
業
を
発
展
さ
せ
た
。
新
政
府
は
貨
幣

材
料
と
し
て
の
金
銀
に
対
す
る
需
要
を
高
め
、
ま
た
外
貨
を
確
保
す
る
た
め
に
輸
出
銅
の
生
産
に
期
待
し
た
。

維
新
政
府
は
、
ま
ず
財
源
確
保
と
貨
幣
材
料
の
確
保
の
た
め
に
有
力
な
金
銀
鉱
山
を
官
営
化
し
、
加
え
て
経
済
自
立
化
の
開
発
戦
略

（
３
）
 

に
基
づ
い
て
政
府
資
金
を
投
入
し
て
官
営
鉱
山
の
近
代
化
を
は
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
一
兀
年
（
’
八
六
八
）
に
生
野
銀
山
が
官
収
さ

れ
た
の
を
手
始
め
に
、
翌
年
に
は
佐
渡
金
山
、
小
坂
銀
山
が
官
収
さ
れ
、
ま
た
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
大
葛
金
山
、
真
金
山

が
、
更
に
明
治
八
年
□
八
七
五
）
に
は
阿
仁
銀
山
、
院
内
銀
山
、
荒
川
銅
山
が
官
収
さ
れ
た
。
明
治
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
鉱
山
に
外

国
人
技
術
者
を
招
聰
し
、
採
鉱
を
は
じ
め
精
錬
に
至
る
ま
で
近
代
化
を
試
ふ
た
。
こ
れ
ら
の
鉱
山
は
、
明
治
中
期
に
民
官
に
払
下
げ
ら

れ
る
ま
で
、
日
本
の
鉱
山
業
の
近
代
化
の
た
め
に
。
〈
イ
ロ
ッ
ト
的
役
割
を
果
た
し
た
。

炭
砿
は
一
般
に
民
営
で
経
営
さ
れ
た
が
、
特
殊
な
事
情
で
三
池
炭
砿
と
高
島
炭
砿
が
官
収
さ
れ
、
幌
内
炭
砿
が
官
営
で
開
発
さ
れ
、

こ
れ
ま
た
炭
砿
の
近
代
化
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

他
方
維
新
政
府
の
鉱
山
開
放
政
策
に
よ
り
、
鉱
山
の
経
営
が
自
由
化
さ
れ
る
や
、
一
擢
千
金
の
夢
を
追
っ
て
民
間
業
者
（
旧
士
族
や

旧
藩
主
、
商
人
、
鉱
業
人
な
ど
）
が
一
斉
に
鉱
山
経
営
に
乗
り
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
鉱
山
経
営
は
、
当
初
は
殆
ん
ど
徳
川
期
以
来
の
古

い
稼
行
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
鉱
山
ブ
ー
ム
を
現
出
し
た
。
こ
の
中
で
積
極
的
に
鉱
山
の
近
代
化
を
は
か
っ
た
一
群
の
注
目

す
べ
き
経
営
者
が
い
た
。
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発
展
を
示
し
た
。

を
形
成
し
て
い
っ
た
。

小
野
組
は
、
明
治
七
年
Ｃ
八
七
四
）
に
生
絲
貿
易
で
得
た
資
金
を
投
じ
て
、
阿
仁
銀
山
、
川
口
銅
山
、
院
内
銀
山
、
荒
川
銅
山
、

八
森
銀
山
、
草
倉
銅
山
、
幸
生
銅
山
な
ど
の
経
営
に
着
手
し
た
が
、
早
灸
に
失
敗
し
た
。
と
は
い
え
、
民
営
鉱
山
の
近
代
化
の
先
弁
を

つ
け
た
。
鹿
児
島
藩
士
五
代
友
厚
は
、
明
治
五
年
（
’
八
七
二
）
に
鉱
山
開
拓
社
弘
成
館
を
設
立
し
、
大
和
の
天
和
銅
山
、
近
江
の
政

所
銀
銅
山
、
備
前
の
和
気
銅
山
、
美
作
の
久
米
銅
山
、
石
見
の
豊
石
銅
山
、
福
島
の
半
田
銀
山
の
経
営
に
着
手
し
、
特
に
半
田
銀
山
の

近
代
化
に
努
め
た
。
小
野
組
の
番
頭
で
あ
っ
た
古
河
市
兵
衛
は
、
小
野
組
破
産
の
後
、
明
治
八
年
二
八
七
五
）
に
草
倉
銅
山
の
経
営

を
か
わ
き
り
に
、
明
治
一
○
年
Ｃ
八
七
七
）
に
足
尾
銅
山
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
軽
井
沢
銀
山
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八

五
）
に
は
官
営
鉱
山
の
阿
仁
銀
山
、
院
内
銀
山
、
太
良
鉱
山
な
ど
の
払
下
げ
を
受
け
、
大
々
的
に
鉱
山
経
営
に
取
り
組
み
、
鉱
山
の
近

代
化
を
押
し
進
め
、
大
鉱
山
経
営
者
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

三
菱
の
岩
崎
彌
太
郎
も
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
吉
岡
銅
山
の
経
営
に
着
手
し
、
明
治
一
一
一
年
（
一
八
八
八
）
に
面
谷
鉱
山
、

小
真
木
銀
山
、
大
葛
金
山
を
、
翌
年
に
は
尾
去
沢
鉱
山
を
入
手
し
て
鉱
山
の
近
代
化
を
進
め
た
。
ま
た
三
菱
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八

九
六
）
に
は
官
営
鉱
山
の
生
野
、
佐
渡
の
二
大
鉱
山
の
払
下
げ
を
受
け
、
荒
川
銅
山
を
も
買
収
し
、
鉱
山
業
界
に
大
き
な
地
位
を
築
い

た
。
住
友
は
、
維
新
後
に
徳
川
期
以
来
経
営
し
て
き
た
別
子
銅
山
の
近
代
化
に
早
々
と
取
り
組
糸
、
足
尾
と
並
ぶ
二
大
銅
山
の
一
つ
を

築
い
た
。
三
井
も
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
飛
騨
の
群
小
鉱
山
を
統
一
し
て
神
岡
鉱
山
と
し
、
鉱
山
の
近
代
化
を
は
か
っ
た
。
藤

田
組
も
明
治
一
七
年
Ｃ
八
八
四
）
に
小
坂
鉱
山
の
払
下
げ
を
受
け
、
十
輪
田
銀
山
、
笹
ヶ
谷
銅
山
の
経
営
を
行
な
い
、
鉱
山
大
資
本

要
す
る
に
日
本
の
金
属
鉱
山
業
は
、
明
治
前
期
に
は
主
に
官
営
鉱
山
に
よ
っ
て
近
代
化
さ
れ
、
ま
た
一
部
の
民
間
経
営
者
の
努
力
に

よ
っ
て
近
代
化
さ
れ
、
明
治
後
半
期
に
入
る
と
、
前
期
に
形
成
さ
れ
た
大
鉱
業
資
本
に
よ
っ
て
一
層
の
近
代
化
が
は
か
ら
れ
、
著
し
い
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明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
は
、
以
上
の
よ
う
な
鉱
山
業
の
近
代
化
の
過
程
に
お
い
て
普
及
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
期
に
友
子
制

度
が
普
及
し
た
根
拠
は
ま
さ
に
こ
の
日
本
鉱
山
業
の
近
代
化
過
程
の
特
質
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
特
質
と
は
、
簡

潔
に
い
え
ば
、
近
代
的
鉱
山
業
に
お
け
る
採
鉱
熟
練
労
働
の
大
幅
な
残
存
、
熟
練
労
働
力
不
足
、
飯
場
制
度
へ
の
依
存
の
三
点
で
あ

る
。
次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
明
治
期
の
日
本
鉱
山
業
の
近
代
化
過
程
の
特
質
を
検
討
し
な
が
ら
、
明
治
期
に
友
子
制
度
が
普
及
し
た
根
拠

と
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

小
炭
砿
が
発
達
し
、
こ
の
｛

（
５
）
 

の
近
代
化
が
本
格
化
し
た
。

（
４
）
 

石
炭
業
は
、
徳
川
末
期
に
一
定
の
成
長
を
示
し
て
い
た
が
、
本
格
的
な
発
展
は
、
維
新
後
の
こ
と
で
あ
る
。
高
島
炭
砿
と
三
池
炭
砿

の
一
一
大
炭
砿
が
明
治
一
○
年
代
に
近
代
化
さ
れ
、
こ
の
二
大
炭
砿
が
。
ハ
イ
ロ
ッ
ト
的
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
明
治
前
期
に
は
在
来
の
中

小
炭
砿
が
発
達
し
、
こ
の
中
か
ら
一
部
の
大
炭
砿
が
創
出
さ
れ
、
ま
た
財
閥
系
の
大
資
本
も
炭
砿
に
進
出
し
て
、
明
治
中
期
か
ら
炭
砿

(a）（２）（５ 

山
小
葉
田
淳
『
日
本
鉱
山
史
の
研
究
』
、
六
’
七
頁
参
照
。

②
明
治
期
の
鉱
山
業
の
近
代
化
過
程
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
学
会
編
『
明
治
工
業
史
』
鉱
業
篇
、
鉱
山
懇
話
会
編
『
日
本
鉱
業
発
達
史
』
上
巻
、

ま
た
村
上
安
正
、
原
一
彦
「
産
業
革
命
の
日
本
的
展
開
ｌ
近
代
鉱
業
技
術
の
形
成
と
労
働
カ
ー
」
、
飯
田
賢
一
編
『
技
術
の
社
会
史
』
第
四
巻
所
収

三
の
⑭
の
注

⑧
前
掲
『
明
治
工
業
史
』
鉱
業
篇
、
九
四
頁
以
下
を
参
照
。

Ⅲ
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
徳
川
期
石
炭
業
に
お
け
る
技
術
・
経
営
・
賃
労
働
」
、
『
経
済
志
林
』
第
五
十
二
巻
第
一
号
Ｃ
九
八
四
年
五
月
）
を
参

照
。

を
参
照
。

詳
し
く
は
、
拙
稿
『
日
本
石
炭
業
の
技
術
と
労
働
』
（
国
連
大
学
）
を
参
照
。

明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
普
及
の
客
観
的
根
拠

近
代
的
鉱
山
業
に
お
け
る
採
鉱
熟
練
労
働
の
残
存
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明
治
期
に
お
け
る
日
本
鉱
山
業
の
近
代
化
過
程
の
特
質
の
第
一
の
点
は
、
鉱
山
業
の
近
代
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直
接
の
採
鉱
部
面

に
お
い
て
は
機
械
化
は
進
展
せ
ず
、
こ
の
部
面
に
手
掘
り
採
鉱
を
広
範
に
残
存
さ
せ
、
他
部
面
の
生
産
力
の
拡
大
に
対
し
て
採
鉱
部
面

の
生
産
力
の
拡
大
が
も
っ
ぱ
ら
鉱
夫
の
熟
練
に
依
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
し
か
に
明
治
期
に
お
け
る
鉱
山
業
の
発
展
は
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
政
府
に
よ
る
官
営
鉱
山
の
経
営
は
、
政
府

に
よ
る
国
家
資
本
の
投
入
、
西
欧
技
術
の
導
入
、
外
国
人
技
術
者
の
移
入
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
か
つ
日
本
人
技
術
者
や
近
代
的
労
働

（
１
）
 

力
の
養
成
を
は
か
り
、
日
本
鉱
山
業
の
近
代
化
の
基
礎
を
創
り
出
し
た
。
ま
た
住
友
、
一
一
一
菱
、
三
井
、
古
河
、
藤
田
組
な
ど
の
大
資
本

も
自
力
で
鉱
山
の
近
代
化
を
推
進
し
た
。

元
来
徳
川
期
の
金
属
鉱
山
の
採
掘
方
法
は
、
い
わ
ゆ
る
抜
き
掘
り
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
小
鉱
山
に
お
い
て
は
、
鉱
脈
を
求
め
て
小

さ
な
坑
道
を
開
き
、
鉱
脈
に
当
る
と
品
位
の
高
い
鉱
石
を
選
ん
で
採
取
し
、
排
水
や
通
風
の
困
難
に
出
会
う
と
切
羽
や
坑
道
を
放
棄
し

た
。
大
鉱
山
に
お
い
て
の
承
、
排
水
坑
や
通
風
坑
を
独
自
に
開
さ
く
し
、
比
較
的
深
層
の
採
掘
を
試
ふ
た
。
こ
こ
で
の
労
働
は
、
掘
進

も
採
鉱
も
ツ
チ
と
タ
ガ
ネ
に
よ
る
鉱
夫
の
手
労
働
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
鉱
石
の
運
搬
は
、
見
習
鉱
夫
や
一
般
の
鉱
夫
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
た
。
労
働
の
生
産
性
は
、
自
然
的
条
件
を
別
に
す
れ
ば
、
も
っ
ぱ
ら
鉱
夫
の
質
、
労
働
の
熟
練
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。
鉱
夫

の
質
と
は
、
鉱
脈
や
鉱
石
、
地
質
な
ど
の
知
識
で
あ
り
、
ま
た
労
働
対
象
を
、
ツ
チ
と
タ
ガ
ネ
で
能
率
的
に
剥
離
す
る
技
術
で
あ
っ

た
。
高
品
位
の
鉱
石
を
採
取
す
る
の
も
鉱
夫
の
熟
練
に
規
定
さ
れ
た
。
炭
砿
に
お
け
る
鉱
夫
の
熟
練
は
、
金
属
鉱
山
ほ
ど
高
く
は
な
い

（
２
）
 

が
、
一
定
程
度
の
水
準
を
持
っ
て
い
た
。

明
治
期
に
お
け
る
鉱
山
業
の
産
業
革
命
は
、
ま
ず
西
欧
技
術
に
よ
る
鉱
山
開
発
（
計
画
的
か
つ
大
規
模
な
鉱
山
開
発
）
で
あ
り
、
次

い
で
排
水
、
通
風
の
機
械
化
、
坑
内
主
要
坑
道
の
軌
道
運
搬
化
と
機
械
化
、
選
鉱
の
機
械
化
、
坑
外
運
搬
の
機
械
化
、
金
属
鉱
山
で
は

精
錬
部
門
に
お
け
る
西
欧
技
術
の
導
入
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
技
術
革
新
は
、
浅
層
採
掘
と
い
う
旧
来
の
鉱
山
経
営
の
限
界
を
克
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第１表わが国における鉱産物生産高

金
一
羽
兜
氾
犯
犯
乃
乃
阿
岨

コル

０
１
５
８
５
７
８
 

６
２
５
３
０
２
１
 

５
４
４
８
３
４
ニ
フ

5６４．４５０１３．５１９ ８２．９【

ｍ
Ⅲ
Ｕ
【
【
】
、
Ⅲ
Ｕ
Ｐ
【
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
再
「
』
、
－
Ｊ

」』 可．ｈ７０．７４４ ９’４９９．１０６ 

136【 8８．５０６１９２９ 

）,498,097118,439,6131642.61911.746.39Ｇ 

5．０６３．４２６１３４．５４４ 1．９４ 

3．４８５１３３．９８ 8４． 
ｎ 

ｕ 

J4５１４８．３９０．６ 4０．７４１１９．７９８．９１９ 

3８．４３１６４．５２２．７！ J，０６【

５．８１１．０９０１８８．９５８．３４２１６.８７４．５８６ 

明治1０

０
７
８
９
５
９
８
 

０
７
４
９
９
４
２
 

１
 
１
１
２
８
８
 

１００ 

１５７ 

３２２ 

５４５ 

４９１ 

５２１ 

８２８ 

１，２４９ 

１００ 

１４２ 

２８０ 

５２５ 

５１７ 

７３６ 

９８１ 

１，３５３ 

100 

８５ 

１４１ 

３３４ 

２８２ 

603 

1,129 

1,513 

１００ 

１８６ 

３４９ 

636 

1,043 

1,963 

2,792 

５
０
５
０
５
０
４
 

１
２
２
３
３
４
４
 1,336 

(注） ｢明治工業史』 鉱業篇，162頁より作成，石炭は『日本鉱業誌」による。

服
し
て
、
深
層
採
掘
を
実
現
し
、
鉱
山
の
大
規
模

化
を
も
た
ら
し
、
採
掘
可
能
資
源
を
飛
躍
的
に
増

大
し
、
生
産
性
を
著
し
く
高
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
因
に
鉱
産
物
の
生
産
は
、
第
一
表
に
示
し
た

よ
う
に
、
年
々
著
し
い
成
長
を
示
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
金
、
銀
、
銅
、
鉛
の
生
産
は
、
明
治
一
○

年
（
一
八
七
七
）
を
起
点
と
し
て
三
○
年
間
で
八

倍
’
二
倍
に
伸
び
て
い
る
。
特
に
明
治
三
○
年

Ｃ
八
九
七
）
以
後
の
伸
び
が
著
し
い
。
石
炭
の

生
産
は
、
金
属
に
比
べ
て
は
る
か
に
伸
び
が
著
し

い
。
三
○
年
間
で
一
一
七
倍
も
伸
び
て
い
る
。

し
か
し
周
知
の
よ
う
に
明
治
期
の
鉱
山
業
に
お

け
る
産
業
革
命
は
、
採
鉱
部
面
の
機
械
化
を
実
現

す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
れ
故
、
掘
進
、
採
鉱
の

手
労
働
性
、
あ
る
い
は
労
働
の
熟
練
を
駆
逐
す
る

（
３
）
 

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
否
む
し
ろ
鉱
山
業
と
く

に
金
属
鉱
山
に
お
け
る
近
代
化
は
、
三
つ
の
点
で

掘
進
、
採
鉱
の
手
労
働
の
熟
練
性
を
強
め
る
こ
と
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第１図銀切法の略図（坑道掘の方法）

正面図 断面図

2尺(60cm）

3～4寸の深さ

(9～12cm） 鑿

１
 

尺
叩３ 

(9０ 

(注）１．この場合は二三の銀切法ともいう。横３又は４尺，高さ４又は５尺の
場合。三四の銀切とか四五の銀切とかいう。

２．番号の順に掘ってゆく。

３．別子では手組といって６人が組をつくり１人２時間づつ，１人２回の

４時間のローテーションで掘ったといわれている。

４．「別子開坑二百五十年史話』８４－６頁より作成。

に
な
っ
た
。

鉱
山
の
近
代
化
が
採
鉱
労
働
の
熟
練
へ
の
依
存
を
強
化
し

た
第
一
の
理
由
は
、
一
般
に
採
鉱
部
面
以
外
の
部
面
で
の
技

術
革
新
が
、
採
鉱
の
生
産
性
に
対
し
て
相
対
的
に
著
し
く
進

糸
、
採
鉱
部
面
の
生
産
性
の
拡
大
を
要
求
し
た
こ
と
に
あ

る
。
精
錬
部
面
に
お
け
る
技
術
革
新
は
、
一
日
当
り
の
精
錬

鉱
石
量
を
従
来
よ
り
大
幅
に
拡
大
し
、
ま
た
西
欧
技
術
に
よ

る
坑
内
の
大
規
模
化
と
鉱
石
の
機
械
運
搬
の
実
現
は
、
採
鉱

量
に
対
し
て
運
搬
鉱
石
量
を
増
加
さ
せ
た
。
採
鉱
量
の
拡
大

は
、
一
次
的
に
は
投
下
労
働
力
の
増
大
に
よ
っ
て
実
現
す
る

に
し
て
も
、
近
代
鉱
山
資
本
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
採
鉱
夫

の
熟
練
に
よ
る
生
産
性
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。因
に
指
摘
す
れ
ば
、
一
般
に
近
代
鉱
山
に
お
け
る
採
鉱
労

（
４
）
 

働
の
熟
練
性
を
否
定
な
い
し
過
少
に
評
価
す
る
傾
向
が
承
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
隅
谷

（
５
）
 

三
喜
男
氏
も
「
坑
夫
を
典
型
と
す
る
不
熟
練
の
男
子
労
働
者
」

と
指
摘
し
、
坑
夫
が
一
般
に
不
熟
練
労
働
者
で
あ
る
と
ふ
な



し
て
い
る
。

６
 
３
 

採
鉱
労
働
の
熟
練
性
は
、
鉱
夫
賃
金
に
等
級
別
格
差
が
承
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
十
分
に
証
明
さ
れ
る
。
第
二
表
に
示
し
た
神
岡

鉱
山
の
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
の
賃
金
等
級
表
は
、
留
大
工
、
坑
夫
（
こ
れ
は
採
鉱
夫
を
指
す
）
の
上
下
の
格
差
は
約
一
・
五
倍
、

そ
し
て
不
熟
練
労
働
者
で
あ
る
車
夫
（
最
高
賃
金
）
と
採
鉱
夫
の
最
底
と
の
格
差
は
留
大
工
で
一
・
六
倍
、
坑
夫
で
一
・
’
六
倍
、
山

留
大
工
の
最
高
と
の
格
差
は
二
・
一
倍
、
坑
夫
の
最
高
と
の
格
差
は
一
・
六
倍
で
あ
る
。
ま
た
見
習
坑
夫
の
最
低
と
坑
夫
の
最
高
と
の

格
差
は
一
・
八
倍
、
留
大
工
の
最
高
と
の
差
は
一
一
・
三
倍
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
年
功
賃
金
が
全
く
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
段
階
な
の
で
、

こ
れ
ら
の
賃
金
格
差
は
、
鉱
夫
の
熟
練
度
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

術
的
職
業
の
一
つ
で
相
山

練
性
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
手
掘
り
に
よ
る
採
鉱
は
、
鉱
山
ご
と
の
複
雑
な
地
質
、
鉱
床
、
鉱
脈
、
更
に
種
之
の
形
態
か
ら
な
る
鉱
石
に
つ
い
て
の
深

い
知
識
を
前
提
に
し
て
お
り
、
ま
た
場
所
と
情
況
に
適
応
し
た
ツ
チ
と
タ
ガ
ネ
に
よ
る
坑
道
の
作
成
や
鉱
石
の
合
理
的
な
採
取
技
術
に

基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
著
し
い
労
働
移
動
を
前
提
に
す
れ
ば
、
各
山
の
事
情
を
十
分
に
理
解
し
、
対
応
し
う
る
知
識
と
技

術
が
必
要
で
あ
る
。
手
掘
り
に
よ
る
採
鉱
労
働
が
高
い
熟
練
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
次
の
事
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

カ
ナ
ギ
リ

マ
ワ
ツ
ギ
リ

『
別
子
開
坑
一
一
百
五
十
年
史
話
』
は
、
明
治
期
に
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た
「
銀
切
」
と
呼
ば
れ
る
坑
道
掘
進
の
「
廻
切
法
」
は
、
「
最
も

技
何
の
優
秀
な
鉱
夫
中
よ
り
選
抜
せ
ら
れ
」
、
最
初
の
「
仕
掛
」
の
採
掘
は
「
最
も
困
難
」
で
「
最
も
技
偏
の
熟
達
し
た
廻
切
夫
が
受

（
６
）
 

け
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
末
年
か
ら
神
岡
鉱
山
の
職
員
で
あ
っ
た
水
瀬
漬
二
郎
は
、
「
誰
れ
で
も

讃
で
岩
石
に
穴
繰
さ
え
出
来
れ
ば
、
そ
れ
で
坑
夫
さ
ん
だ
と
心
得
て
居
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
大
い
に
間
運
ひ
で
あ
る
。

…
…
別
け
て
も
技
術
に
関
し
た
仕
事
に
な
る
と
、
一
層
容
易
な
事
で
は
一
人
前
に
な
り
難
い
も
の
が
あ
る
。
坑
夫
の
如
き
も
矢
張
り
技

（
７
）
 

術
的
職
業
の
一
つ
で
相
当
の
年
限
と
練
習
と
を
積
ま
な
け
れ
ば
、
安
気
に
渡
世
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
、
鉱
夫
の
採
鉱
労
働
の
熟
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雛一Ⅲ 表三井神岡鉱山賃金表（明治19年）

’２１３４１５１ ’８ 
三三一

職種
等級

一

６ ７ 

工
夫
夫
夫
子
指
子

大
洲

吹場
留
坑
見
車
手
鑿

38銭 36銭 34銭 23銭 30銭 銭 銭 銭

０
０
８
５
７
 

３
２
１
１
 

８
９
７
４
６
 

２
１
１
１
 

６
８
６
３
 

２
１
１
１
 

５
７
５
２
 

２
１
１
１
 

2３ 

４
６
４
１
 

２
１
１
１
 

2２ 2１ 

10 ９ ８ 

(注）「岐阜県史』通史編近代中940頁より

（
８
）
 

同
様
の
傾
向
は
、
各
鉱
山
の
賃
金
表
に
ｊ
も
ふ
ら
れ
る
。

鉱
山
の
近
代
化
が
採
鉱
労
働
の
熟
練
へ
の
依
存
を
強
化
し
た
第
二
の
理
由
は
、
採
鉱
部
面
に

お
け
る
機
械
化
で
は
な
い
が
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
近
代
的
な
技
術
革
新
で
あ
る
黒
色
火
薬
の
導

入
に
伴
う
穿
孔
発
破
法
が
新
た
な
手
掘
り
穿
孔
の
熟
練
を
形
成
し
、
採
鉱
の
生
産
性
が
、
こ
の

発
破
の
た
め
の
手
掘
り
穿
孔
技
術
の
熟
練
に
大
き
く
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に

あ
る
。
鉱
山
で
働
い
た
経
験
を
生
か
し
つ
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
鉱
山
史
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
村
上

安
正
氏
は
、
維
新
後
の
金
属
鉱
山
に
お
け
る
出
鉱
量
の
急
成
長
を
、
一
部
の
論
者
の
如
く
単
に

鉱
山
の
機
械
化
に
よ
る
も
の
と
ふ
る
の
で
は
な
く
、
「
手
掘
と
い
う
手
段
を
と
り
な
が
ら
、
そ

（
９
）
 

の
内
容
の
面
で
、
他
の
近
代
化
を
さ
ら
に
上
廻
る
大
姿
ご
な
革
新
」
と
し
て
の
「
穿
孔
発
破
法
」

に
承
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
村
上
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
手
掘
り

に
基
づ
く
こ
の
「
穿
孔
発
破
法
」
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
切
削
と
は
異
な
っ
た
手
掘
穿
孔
技
術
」
を

（
、
）

新
た
に
生
糸
だ
し
、
「
心
抜
発
破
の
た
め
の
技
術
習
練
」
の
必
要
を
発
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

鉱
山
の
近
代
化
が
採
鉱
労
働
の
熟
練
へ
の
依
存
を
強
化
し
た
第
三
の
理
由
は
、
発
破
採
鉱
と

同
様
に
そ
れ
自
体
機
械
化
で
は
な
い
が
、
西
欧
的
採
鉱
法
と
し
て
維
新
以
来
導
入
さ
れ
、
徐
を

（
ｕ
）
 

に
普
及
を
ふ
た
階
段
掘
法
と
呼
ば
れ
る
計
画
的
か
つ
大
規
模
な
採
鉱
法
が
、
新
た
な
手
掘
り
鉱

（
、
）

夫
の
熟
練
を
形
成
し
た
こ
と
に
Ｊ
も
あ
る
。
階
段
掘
法
は
、
当
初
招
聰
さ
れ
た
外
国
人
技
師
に
よ

り
、
官
営
の
生
野
、
佐
渡
の
両
鉱
山
に
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
徐
交
に
民
営
の
鉱
山
に
も
導
入
さ

れ
、
明
治
三
○
年
代
に
広
範
に
普
及
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
階
段
採
掘
法
は
、
予
め
計
画
的
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第２図階段掘の略図

部坑道

切り上り

(小立坑）

鰯緯樵緯 熱１ 

下部坑道

(注）番号の順に掘ってゆくことによって採掘面の集約化と計画採鉱がはかられ
る。

に
鉱
脈
を
一
定
の
長
さ
に
区
画
し
、
上
下
に
坑
道
を
開
き
、
適
当
な
距
離
を
お

い
て
上
下
の
坑
道
を
結
ぶ
小
立
坑
を
開
き
、
明
治
期
に
お
い
て
は
そ
の
後
鉱
脈

を
下
か
ら
上
に
向
っ
て
採
掘
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
切
羽
が
集
約
さ
れ
、
大

量
の
鉱
夫
を
集
中
し
て
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
品
位
の
高
い
富
鉱
の

み
を
抜
き
掘
り
す
る
と
い
う
旧
来
の
欠
陥
を
克
服
す
る
生
産
性
の
高
い
採
掘
方

法
で
あ
っ
た
。
こ
の
階
段
掘
は
、
そ
の
計
画
性
、
組
織
性
に
お
い
て
近
代
的
な

採
鉱
法
で
あ
っ
た
が
、
掘
進
、
採
掘
そ
れ
自
体
は
、
明
治
期
に
お
い
て
は
手
掘

り
で
あ
り
、
そ
れ
故
こ
こ
に
階
段
掘
個
有
の
新
た
な
手
掘
り
に
よ
る
採
鉱
技
術

が
形
成
さ
れ
、
そ
の
熟
練
が
採
鉱
の
生
産
性
を
著
し
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
階
段
掘
は
、
近
代
的
技
術
に
基
づ
い
て
い
た
た
め
、
そ
の
技
術
の

指
導
的
担
手
は
、
鉱
山
の
近
代
化
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
鉱
山
資
本
に
直
傭
さ

れ
た
上
級
中
級
の
技
術
者
で
あ
り
、
従
来
の
熟
練
鉱
夫
出
身
の
飯
場
頭
（
あ
る

い
は
採
鉱
の
請
負
業
者
）
で
は
な
く
、
む
し
ろ
階
段
掘
は
、
飯
場
制
度
そ
の
＄

（
Ⅲ
）
 

の
の
技
術
的
基
盤
を
消
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
階
段
掘
が
手
労
働

の
熟
練
に
依
存
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
熟
練
鉱
夫
の
養
成
の
必
要
は
、
社
会
的

に
は
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
明
治
期
に
お
け
る
採
鉱
部
面
に
お
け
る
手
掘
り
の
熟
練
の
広
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そ
し
て
近
代
的
鉱
山
資
本
は
、
採
鉱
部
面
の
主
要
な
生
産
力
で
あ
る
熟
練
鉱
夫
の
養
成
を
友
子
制
度
に
依
存
し
、
熟
練
鉱
夫
の
養
成

機
関
と
し
て
の
友
子
制
度
の
存
在
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鉱
山
資
本
は
、
当
時
の
階
段
で
は
、
自
か
ら
鉱
夫
の
熟
練

を
直
接
養
成
す
る
能
力
も
体
制
を
も
持
ち
合
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
友
子
は
、
伝
統
的
な
同
職
組
合
と
し
て
、
熟
練
鉱
夫
の
養

成
シ
ス
テ
ム
を
保
持
し
て
い
た
。
友
子
も
ま
た
鉱
山
資
本
に
庇
護
さ
れ
つ
つ
、
は
じ
め
て
自
か
ら
を
発
展
ざ
せ
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
逆
の
面
か
ら
承
れ
ば
、
友
子
制
度
は
、
採
鉱
部
面
の
近
代
化
Ⅱ
機
械
化
の
進
展
に
よ
っ
て
旧
来
の
手
掘
り
の
熟
練
性

を
喪
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
立
の
根
拠
の
一
つ
を
失
な
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
採
鉱
部
面
に
お
け
る
手
掘
り
の
熟
練
性

（
ｕ
）
 

の
残
存
・
維
持
こ
そ
は
、
村
上
氏
の
指
摘
す
る
如
く
友
子
制
度
存
立
の
「
技
術
的
側
面
」
だ
っ
た
と
一
一
一
戸
え
る
の
で
あ
る
。

範
な
残
存
あ
る
い
は
新
た
な
手
掘
り
の
熟
練
の
形
成
こ
そ
、
明
治
期
に
友
子
制
度
が
普
及
す
る
こ
と
に
な
る
第
一
の
客
観
的
根
拠
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

三
の
回
の
③
の
注

（
１
）
詳
し
く
は
、
金
属
鉱
山
業
に
つ
い
て
は
、
吉
城
文
雄
『
近
代
技
術
導
入
と
鉱
山
業
の
近
代
化
』
国
連
大
学
Ｃ
九
七
九
年
）
、
炭
砿
業
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
『
日
本
石
炭
業
の
労
働
と
技
術
』
国
連
大
学
Ｃ
九
七
九
年
）
を
参
照
。

（
２
）
在
来
金
属
鉱
山
業
の
技
術
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
日
本
科
学
史
刊
行
会
『
明
治
前
日
本
鉱
業
技
術
発
達
史
』
を
参
照
。
但
し
こ
の
箸

に
お
い
て
、
手
掘
り
の
採
鉱
技
術
が
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
在
来
鉱
山
の
採
鉱
技
術
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
は
、
村
上
安
正

「
近
代
前
期
に
至
る
手
掘
採
鉱
に
つ
い
て
の
考
察
」
、
『
日
本
鉱
業
史
研
究
』
ｚ
・
・
巴
を
参
照
さ
れ
た
い
。
拙
論
も
村
上
氏
の
見
解
に
多
く
を

ま
た
在
来
石
炭
案
に
お
け
る
技
術
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
徳
川
期
石
炭
業
に
お
け
る
技
術
・
経
営
・
賃
労
働
」
が
強
調
し
て
い
る
。

（
３
）
産
業
革
命
下
の
金
属
鉱
山
業
の
技
術
に
つ
い
て
は
前
掲
『
技
術
の
社
会
史
』
第
四
巻
第
一
章
の
村
上
安
正
、
原
一
彦
の
論
稿
を
参
照
。

（
４
）
例
え
ば
佐
有
木
潤
之
助
『
伝
統
的
鉱
山
技
術
の
体
様
』
（
国
連
大
学
）
一
九
’
二
○
頁
を
参
照
。

（
５
）
隅
谷
三
喜
男
『
日
本
賃
労
働
史
論
』
、
二
八
頁
。

負
う
て
い
る
。
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⑥
熟
練
鉱
夫
の
不
足
傾
向

明
治
期
に
お
け
る
日
本
鉱
山
業
の
近
代
化
過
程
の
第
二
の
特
質
は
、
鉱
山
業
の
発
展
テ
ン
ポ
が
著
し
く
、
そ
の
た
め
鉱
山
資
本
は
、

激
し
い
熟
練
鉱
夫
の
不
足
に
逢
着
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

（
１
）
 

す
で
に
徳
川
期
に
は
鉱
山
労
働
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
徳
川
期
の
鉱
山
労
働
市
場
の
構
造
は
、
労
働
力
構
成
の
面
か
ら
承
る

と
、
広
域
的
な
横
断
的
熟
練
労
働
市
場
と
狭
域
的
で
横
断
性
の
弱
い
不
熟
練
労
働
市
場
か
ら
な
っ
て
い
た
。
熟
練
労
働
市
場
は
、
ほ
ぼ

四
つ
の
職
種
か
ら
な
っ
て
い
た
。
第
一
は
、
鉱
山
主
の
下
で
請
負
人
と
し
て
働
く
山
師
、
金
名
子
な
ど
の
鉱
山
経
営
の
実
質
的
担
手
層

で
あ
る
。
第
一
一
に
、
熟
練
採
鉱
夫
層
で
あ
る
。
第
三
に
、
熟
練
精
錬
夫
層
で
あ
る
。
第
四
に
、
鍛
治
と
か
間
接
部
門
の
職
人
層
で
あ

る
。
彼
ら
は
、
幕
藩
体
制
下
に
種
々
の
規
制
を
受
け
な
が
ら
も
比
較
的
自
由
に
移
動
し
た
。
不
熟
練
労
働
市
場
は
、
第
一
に
前
記
熟
練

職
種
の
見
習
層
か
ら
な
り
、
一
定
の
時
期
に
半
熟
練
と
な
り
、
後
に
熟
練
職
に
成
長
転
化
し
て
い
っ
た
。
第
二
の
不
熟
練
層
は
、
鉱
山

経
営
の
間
接
部
門
で
働
く
水
抜
き
や
炭
焼
、
選
鉱
な
ど
の
職
種
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
不
熟
練
層
も
、
熟
練
鉱
夫
の
妻
子
で
あ
っ
た
り
、

（
６
）
平
塚
正
俊
『
別
子
開
坑
二
百
五
十
年
史
』
、
八
四
、
八
七
頁
。

（
７
）
水
瀬
漬
二
郎
編
『
坑
夫
』
（
本
書
は
一
般
に
承
ら
れ
な
い
。
神
岡
町
林
下
安
一
氏
所
蔵
）
三
頁
。

（
８
）
例
え
ば
足
尾
銅
山
の
等
級
別
賃
金
表
に
つ
い
て
は
、
二
村
一
夫
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
労
資
関
係
の
史
的
分
析
」
口
、
大
原
社
研
『
研
究
資

料
月
報
』
Ｚ
Ｐ
電
「
・
一
一
頁
、
佐
渡
鉱
山
の
も
の
は
、
間
宏
『
日
本
労
務
管
理
史
研
究
』
、
五
四
五
頁
を
参
照
。

（
９
）
村
上
安
正
「
近
代
友
子
と
そ
の
技
術
的
側
面
」
、
『
金
属
鉱
山
研
究
会
会
報
』
第
三
○
号
（
一
九
八
一
一
年
一
月
）
、
一
一
一
’
二
頁
。

（
、
）
同
上
、
二
四
頁
。
村
上
氏
の
同
旨
の
見
解
は
、
『
技
術
の
社
会
史
』
４
、
一
一
一
七
頁
に
も
ふ
ら
れ
る
。

（
ｕ
）
階
段
掘
法
に
つ
い
て
は
、
『
明
治
工
業
史
』
鉱
業
篇
、
一
八
二
’
四
頁
を
参
照
。

（
、
）
前
掲
村
上
、
原
「
産
業
革
命
の
日
本
的
展
開
」
、
二
八
’
九
頁
。

（
週
）
前
掲
『
金
属
鉱
山
研
究
会
会
報
』
、
二
六
頁
。

（
ｕ
）
同
上
、
二
一
頁
。
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時代の飛騨諸鉱山にお

~「鉱~夫口数~￣

｜蓋ハ

ける労働力構成モデル（明治８年）第３表地稼

｜
一
成
－
１
１
１
１
－
１

［比

■
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｏ
Ｌ
□
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ
０
Ｉ
ｌ
 

構

夫
子
職
差
り

子
廻

坑
手
吹
吹
岡

22.8 
68.4 

45.6 

5４ 5.5 

108 10.9 31.6 

150 15.2 

合

計

９８７ 
－－－－－－--

493頁より作

100.0 

〔注）『神岡鉱山史』 成

第
一一一

4表近代的鉱夫の職種構成比（明治43年）

金 属鉱

’’’’１１ 

炭 礦山

男 女 男 女

坑夫

支柱夫

工作夫

機械夫

製錬夫

29.3 42.0 14.9 熟
練
職
種

０
１
２
 

●
●
●
 

３
７
３
 

３
９
３
 

●
●
●
 

５
５
６
 

1.7 

10.2 16.0 

坑内運搬夫

坑外運搬夫

手子

選鉱夫

雑夫其他

6.4 

5.0 

6.8 

5.3 

２
７
７
 

０
●
●
 

１
５
８
 

０．７ 

１．１ 
不
熟
練
職
種

11.6 10.6 49.5 

4.7 46.5 3.0 22.2 

19.2 19.6 14.5 10.4 

計 100.0 100.0 100.0 100.0 

(注）「鉱夫調査概要』１～２頁より作成。

見
習
で
あ
っ
た
り
し
た
限
り

で
、
彼
ら
と
共
に
自
由
な
労

働
市
場
を
構
成
し
て
い
た
。

明
治
維
新
後
の
鉱
山
業
の

近
代
化
は
、
一
方
で
は
こ
れ

ま
で
の
鉱
山
労
働
市
場
に
伴

っ
て
い
た
種
々
の
制
約
を
払

拭
し
て
鉱
山
労
働
市
場
を
完

全
に
自
由
な
も
の
に
し
た
。

他
方
で
は
、
新
た
な
近
代
的

職
種
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ

り
鉱
山
労
働
市
場
の
構
成
を

よ
り
複
雑
な
も
の
に
し
た
。

第
三
表
、
第
四
表
を
み
れ
ば

明
ら
か
な
よ
う
に
、
鉱
山
労

働
の
分
業
化
の
進
展
は
、
旧

来
の
採
鉱
鉱
夫
の
他
に
近
代

的
職
種
と
し
て
機
械
夫
、
工
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作
夫
を
生
み
、
更
に
坑
内
外
の
運
搬
夫
や
選
鉱
夫
、
雑
夫
層
を
独
自
の
職
種
と
し
て
生
み
だ
し
た
。
前
者
は
熟
練
職
種
で
あ
り
後
者
は

不
熟
練
職
種
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
を
要
す
る
の
は
、
徳
川
期
に
お
い
て
は
、
不
熟
練
職
種
の
多
く
は
、
熟
練
職
種
の
見
習
に
よ
っ

て
担
当
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
期
の
近
代
的
鉱
山
に
お
い
て
は
、
独
自
の
不
熟
練
職
種
と
し
て
固
定
的
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
友
子
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
問
題
と
関
連
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

ま
た
鉱
山
労
働
市
場
を
問
題
に
す
る
場
合
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
明
治
維
新
後
炭
砿
労
働
市
場
が
急
速
に
発
展
し
、
採
炭

部
門
の
熟
練
職
種
（
支
柱
、
掘
進
、
採
炭
）
な
ど
の
職
種
と
金
属
鉱
山
の
同
種
の
職
種
が
代
替
性
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
主
に
金
属
鉱
山

労
働
市
場
か
ら
炭
砿
労
働
市
場
へ
熟
練
鉱
夫
が
大
き
く
移
動
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
北
海
道
、
常
磐
地
方
の
新
興
産

（
２
）
 

炭
地
に
金
属
鉱
山
の
熟
練
鉱
夫
が
移
入
し
て
、
一
緒
に
、
友
子
制
度
を
持
ち
込
ん
だ
理
由
と
し
て
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
明
治
期
に
お
け
る
鉱
山
業
の
発
展
は
、
そ
の
成
長
テ
ン
ポ
が
著
し
か
っ
た
た
め
に
、
鉱
山
労
働
市
場
（
と
く
に
熟
練
鉱
夫
の

市
場
）
を
逼
迫
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鉱
山
業
の
発
展
は
、
鉱
山
労
働
力
の
需
要
を
急
噌
さ
せ
、
鉱
山
労
働
者
は
大
量
に
集
積
し
、

明
治
期
の
基
幹
労
働
者
と
な
っ
た
。
因
に
鉱
山
労
働
者
は
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
一
一
）
に
は
日
本
の
全
労
働
者
の
一
一
一
割
弱
、
明
治
四

（
３
）
 

二
年
（
一
九
○
九
）
に
は
、
同
じ
く
二
割
三
分
に
も
達
し
た
。

鉱
山
労
働
者
の
数
は
、
明
治
前
半
期
（
明
治
二
五
年
以
前
）
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
二
村
一
夫
氏
の
最
近
の
研
究
に

（
４
）
 

よ
れ
ば
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は
、
金
属
鉱
山
の
労
働
者
は
約
一
万
四
○
○
○
人
、
炭
砿
労
働
者
は
約
一
万
人
と
算
出
さ
れ
て

い
る
。
第
五
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
金
属
鉱
山
業
の
発
展
は
、
明
治
一
四
年
Ｃ
八
八
○
）
に
は
、
約
三
万
一
○
○
○
人
近
く
の
労
働
力

需
要
を
創
出
し
、
更
に
明
治
一
一
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
約
五
万
三
○
○
○
人
、
明
治
年
代
の
ピ
ー
ク
時
の
明
治
四
○
年
（
一
九
○
七
）

に
約
七
万
六
七
○
○
人
の
労
働
力
需
要
を
創
出
し
し
た
。
金
属
鉱
山
労
働
者
は
、
明
治
八
年
を
起
点
に
し
て
六
年
後
の
明
治
一
四
年
に

は
約
二
倍
、
更
に
一
一
○
年
後
の
明
治
一
一
八
年
に
は
、
約
四
倍
強
に
な
り
、
更
に
三
○
年
後
の
明
治
一
一
一
八
年
に
は
、
約
五
倍
弱
に
も
な
っ



４３明治期における友子制度普及の必然性

第５表鉱山労働者数の推移

その他
非金属山

合 計金属鉱山｜石炭山

25,220 明治８年（1875）

（ 

１３（1880） 

１４（1881） 

１９（1886） 

２０（1887） 

２１（1888） 

２２（1889） 

２３（1890） 

２４（1891） 

２５（1892） 

２６（1893） 

２７（1894） 

２８（1895） 

２９（1896） 

３０（1897） 

３１（1898） 

３２（1899） 

３３（1900） 

３４（1901） 

３５（1902） 

３６（1903） 

３７（1904） 

３８（1905） 

３９（1906） 

４０（1907） 

４１（1908） 

４２（1909） 

４３（1910） 

４４（1911） 

386 10,821 14,021 

３９，４６８ 

５０，４０４ 

３４，５９８ 

２０．１０５ 

４０，２６９ 

42,630 

105,635 

154.857 

106,059 

86,917 

101,461 

118,963 

118,517 

160,539 

132,731 

119,667 

131,011 

145,755 

146,939 

157,129 

164,858 

154,975 

187,922 

214,435 

262,589 

233,827 

222,195 

226,308 

17,652 31,545 

８
２
４
０
２
４
２
８
５
６
９
５
９
２
２
７
７
２
２
 

９
８
０
６
２
９
６
９
４
０
２
９
０
８
４
５
０
９
８
 

０
８
５
１
０
１
５
６
５
７
３
３
６
５
９
１
２
９
２
 

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
フ
ゾ
９
Ｊ
９
９
９
９

３
２
４
５
６
５
７
５
６
７
７
７
９
７
８
６
７
９
８
 

53,474 

55,703 

60,368 

59,606 

71,988 

51,706 

51,141 

54,805 

63,980 

60,339 

64,859 

69,133 

68,861 

73,751 

76,721 

69,433 

74,105 

74,736 

72,614 

３０，３４５ 

４２，８７６ 

５４，０９１ 

５３，７５１ 

８２，５２９ 

７５，８３１ 

６０，９６４ 

７０，５０８ 

７５，２３０ 

７８，８９４ 

８４，９４１ 

８８，３３０ 

79,505 

106,589 

128,772 

126,999 

152,515 

137,467 

145,412 

(注）二村一夫「原蓄期における鉱山労働者数」上下，大原社研『研究資料月

報」No.２８９，No.２９０による。



4４ 

現
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

鉱
山
業
に
お
け
る
労
働
力
需
要
の
急
増
は
、
成
長
箸
し
い
個
別
鉱
山
に
つ
い
て
ふ
る
と
更
に
著
し
い
。

明
治
前
期
に
つ
い
て
は
、
各
鉱
山
の
労
働
力
数
の
統
計
を
欠
く
が
、
例
え
ば
、
第
六
表
に
示
し
た
よ
う
に
古
河
の
経
営
に
な
る
足
尾

銅
山
の
場
合
の
労
働
力
急
増
が
典
型
的
事
例
で
あ
る
。
明
治
一
○
年
二
八
七
七
）
に
一
一
一
五
人
の
鉱
夫
で
開
発
さ
れ
て
以
来
、
同
一

三
年
（
一
八
八
○
）
に
七
五
○
人
と
増
え
、
一
一
一
ヶ
年
で
五
一
一
一
五
人
を
増
員
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
鉱
夫
数
を
増
加
さ
せ
、
明
治
一
七
年

（
’
八
八
四
）
に
は
、
前
年
の
一
○
七
五
人
か
ら
一
挙
に
三
○
六
七
人
に
ま
で
増
し
、
一
年
間
で
一
九
九
二
人
も
増
や
し
て
い
る
。
か

よ
う
に
し
て
成
長
鉱
山
は
、
労
働
力
需
要
を
急
増
さ
せ
た
が
、
そ
れ
自
体
大
変
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
場
合
、
後
に
ふ
る
よ

う
に
他
鉱
山
か
ら
熟
練
鉱
夫
を
引
き
抜
い
た
り
し
た
の
だ
が
、
良
質
の
熟
練
労
働
力
の
不
足
は
、
覆
う
べ
く
も
な
か
っ
た
。
同
じ
く
古

大
が
著
し
い
。

た
。
金
属
鉱
山
で
は
明
治
四
○
年
代
に
は
労
働
力
需
要
は
停
滞
し
た
が
、
明
治
一
○
年
代
か
ら
三
○
年
代
、
特
に
一
一
○
年
代
の
労
働
力

需
要
の
伸
び
は
著
し
か
っ
た
。

（
５
）
 

炭
砿
労
働
者
の
数
は
、
同
じ
く
二
村
氏
の
算
出
に
よ
れ
ば
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
約
一
万
人
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
が
明
治

一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
約
一
万
七
○
○
○
人
に
増
え
、
更
に
明
治
一
一
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
約
三
万
人
、
明
治
四
四
年
（
一
九

二
）
に
は
約
一
四
万
五
○
○
○
人
に
達
し
て
い
る
。
炭
砿
労
働
者
は
、
明
治
八
年
を
起
点
と
し
て
、
六
年
後
の
明
治
一
四
年
に
一
・

七
倍
、
二
○
年
後
の
明
治
一
一
八
年
に
は
約
五
・
四
倍
に
、
一
一
一
○
年
後
の
明
治
三
八
年
に
は
約
八
倍
弱
に
も
増
え
、
明
治
四
四
年
ま
で
に

は
一
四
倍
に
も
伸
び
て
い
る
。
炭
砿
労
働
力
の
需
要
は
、
金
属
鉱
山
労
働
力
の
場
合
よ
り
早
い
テ
ン
ポ
で
伸
び
、
特
に
日
清
戦
争
後
か

ら
は
、
よ
り
早
い
テ
ン
ポ
で
伸
び
、
金
属
鉱
山
の
労
働
力
需
要
が
明
治
四
○
年
代
に
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
と
は
異
な
り
、
傾
向
的
に
蝋

こ
の
よ
う
な
明
治
期
の
鉱
山
業
の
発
展
、
近
代
化
は
、
労
働
力
需
要
の
急
速
の
伸
び
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
に
労
働
力
不
足
の
傾
向
を



４５明治期における友子制度普及の必然性

第６表草倉・足尾両鉱山の鉱夫数の推移

|-玩丙､;二菱,篝銑加数&鉱夫鮒前年勵徽
足尾銅山

年０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
 

浩明 人Ｗ
砠
肥
朋
胡
舶
矼
妬

１
１
１
１
２
３
８
９
 

215人

９
７
２
３
８
５
４
 

７
 
４
５
５
７
 

１
４
 

750 535 

1,075 

3,067 

３，３３１ 

4,015 

6,781 

10,529 

14,092 

18,535 

10,188 

６，１３８ 

３２５ 

１，９９２ 

２６４ 

684 

2,766 

３，７４８ 

3,563 

4,440 

8,347 

4,055 

(注）二村一夫「足尾銅山における労資関係の史的分析」(2)より作成。

明
治
期
の
後
半
も
成
長
鉱
山
の
労
働
力
需
要
の
急

増
は
著
し
い
。
第
八
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
明
治
三

一
年
か
ら
四
一
年
Ｃ
八
九
八
’
一
九
○
八
）
に
か

け
て
、
労
働
力
需
要
の
特
に
著
し
い
鉱
山
は
、
小
坂

鉱
山
、
足
尾
銅
山
な
ど
で
、
年
平
均
五
五
○
’
五
九

○
人
の
増
加
で
あ
る
。
そ
の
他
阿
仁
鉱
山
、
荒
川
銅

山
、
神
岡
鉱
山
、
吉
岡
鉱
山
、
別
子
銅
山
で
鉱
夫
の

増
加
が
目
立
っ
た
。
北
海
道
に
お
け
る
炭
砿
の
労
働

力
需
要
の
増
大
も
特
に
箸
か
つ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
鉱
山
業
の
急
成
長
に
よ
る
労
働

河
の
草
倉
鉱
山
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
明
治
一

○
年
代
の
後
半
か
ら
労
働
力
需
要
は
急
騰
し
て
い
る
。

足
尾
銅
山
と
並
ぶ
大
鉱
山
の
一
つ
別
子
銅
山
の
場

合
も
同
じ
傾
向
が
ふ
ら
れ
る
。
第
七
表
に
示
し
た
よ

う
に
、
幕
末
に
衰
退
し
た
鉱
山
経
営
は
、
慶
応
元
年

に
鉱
夫
一
四
○
○
人
程
度
で
あ
っ
た
が
、
明
治
一
二

年
（
一
八
八
八
）
頃
に
は
、
二
千
数
百
人
に
急
増
し

た
。



4６ 

（
６
）
 

セ
シ
者
ニ
テ
、
荷
物
等
ヲ
搬
運
ス
ル
人
足
二
異
ナ
レ
バ
ナ
リ
」
と
指
摘
し
、
熟
練
鉱
夫
の
不
足
と
獲
得
の
困
難
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
の
「
半
田
銀
山
坑
業
沿
革
志
」
は
、
「
是
ヨ
リ
東
ノ
方
鶴
亀
脈
ノ
下
低
二
向
テ
探
鉱
ヲ
試
ミ
ル
ノ
計
画

（
７
）
 

ナ
ル
モ
、
坑
夫
の
欠
乏
セ
ル
ヲ
以
テ
未
ダ
着
手
ス
ル
ヲ
得
ズ
」
と
指
摘
し
鉱
山
の
拡
大
が
熟
練
労
働
力
不
足
に
あ
っ
て
行
き
詰
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
の
『
日
本
鉱
業
会
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
「
生
野
鉱
山
局
明
治
十
九
年
度

事
業
年
報
」
は
、
「
坑
夫
卜
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
互
二
利
ヲ
争
フ
テ
聚
散
常
ナ
ク
好
商
之
ヲ
奇
貨
ト
シ
テ
其
間
一
一
乗
シ
袖
手
射
利
ノ
詐
術
ヲ

（
８
）
 

構
へ
坑
夫
ヲ
売
買
ス
ル
ノ
甚
シ
キ
ニ
至
り
前
日
役
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
〈
後
［
ロ
日
跡
ヲ
絶
ス
ル
ノ
勢
」
と
述
べ
、
坑
夫
の
不
足
と
流
動
性
の

第７表別子銅山の鉱夫数の推移

対前年増加数
（人）

鉱夫数
（人）

慶応１年

ｌ 

明治21年

ｌ 

明治30年

1,400 

労働者家族4,261
（内男子2,330）

(900） 

４１６ 

2,300 

2,716 

皿
ｌ
珊
師
胡
胡
如
虹
蛆
偲
必
妬

３，０９８ 

３，４５２ 

３，５２６ 

３，９９２ 

３，５２５ 

３，５００ 

３，５２８ 

３，６２８ 

(5,087） 

(4,900） 

３８２ 

３５４ 

７４ 

４７６ 

－３３３ 

－２５ 

２８ 

１００ 

２，４５９ 

187 

よ
力
需
要
の
急
増
、
と
く
に
熟
練
鉱
夫
の
需
要
急
増

頁５
 

６
 

１
 

は
、
自
か
ら
労
働
力
不
足
の
傾
向
を
生
糸
、
そ
れ

は
各
鉱
山
の
鉱
夫
争
奪
戦
を
招
来
さ
せ
る
こ
と
に

頁６
 
５
 

１
 

な
っ
た
。

頁
熟
練
鉱
夫
不
足
の
傾
向
は
、
種
々
の
資
料
に
よ

１
 

１
 

Ｊ
 

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

史済
例
え
ば
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
半
田
銀
山

経業
の
資
料
は
、
公
害
に
反
対
す
る
農
民
か
ら
休
業
を

産浜居
成
要
求
さ
れ
た
鉱
業
所
の
反
論
文
書
の
中
で
「
数
百

噺
作
ノ
人
員
熟
レ
モ
技
術
ノ
者
ナ
レ
バ
、
一
時
休
業
中

り

Ｊ
 

注
放
散
ス
レ
バ
再
ビ
募
集
ス
ル
極
テ
難
シ
・
如
何
ナ

く

ト
ナ
レ
癖
（
但
州
生
野
銀
山
秋
田
県
下
辺
ヨ
リ
募
集



４７明治期における友子制度普及の必然性

第８表成長鉱山の鉱夫需要の増加傾向

明治31年鉱夫数｜明治41年鉱夫数Ｉ増加数

5,970人

５，５９３ 

１，９１５ 

１，２０８ 

１，２０３ 

1,078 

５８２ 

５３２ 

６８９ 

５６７ 

９１２ 

318 

20,567 

小坂鉱山

足尾銅山

別子銅山

阿仁鉱山

神岡鉱山

荒川鉱山

日三市鉱山

尾去沢鉱山

尾小屋鉱山

吉岡鉱山

山ケ野鉱山

斥ケ野鉱山

小計

7,497人

７，２７４ 

4,023 

３，３９９ 

２，２５１ 

１，７１６ 

８６１ 

１，５９６ 

１，１４３ 

１，２００ 

１，１２８ 

688 

32,776 

1,527人

１，６８１ 

２，１０８ 

２，１９１ 

１，０４８ 

６３８ 

２７９ 

１，０６４ 

４５４ 

６３３ 

２１６ 

370 

12,209 

全金属鉱山鉱夫数 51,706 69,433 1７，７２７ 

(注）１．

２． 

明治31年の数字は農商務省「鉱山発達史｣，

明治41年の数字は「鉱夫調査概要」による。

ここでは絶対値はともあれ，一つの傾向が問題である。

第９表北炭各鉱の鉱夫数

幌内｜幾春川 完 知｜夕張｜北炭全体

年３
６
７
８
０
２
４
６
８
０
 

２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
 

浩明

183人

１６２ 

539 

1,266 

1,571 

1,695 

1,754 

1,954 

１，５９３ 

１，６０１ 

人０
８
９
７
８
５
５
６
９
９
 

５
９
８
４
５
１
５
１
２
２
 

３
２
３
４
４
４
６
８
６
７
 

355人

６６３ 

８３１ 

676 

1,479 

1,522 

2,172 

1,444 

1,596 

1,８６７ 

人３
３
０
３
８
４
４
４
９
９
 

３
２
８
６
１
９
１
８
１
８
 

１
９
４
０
４
０
３
８
８
４
 

‘
９
２
リ
ブ
９
９
Ｊ

１
１
２
４
３
３
４
５
 

2,194人

２，９１１ 

３，７３９ 

３，４５２ 

６，２２６ 

７，７２６ 

７，８９５ 

8,098 

8,800 

10,614 

(注）筆宝康之「炭鉱労働者の形成と蓄積」『北大経済学』第10号（1966年）

141頁より。（但し数字は囚人を除く）。



4８ 
高
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
二
○
年
Ｃ
八
八
七
）
の
「
足
尾
製
煉
所
沿
革
誌
」
も
「
抑
モ
古
河
氏
ノ
始
メ
テ
当
山
ヲ
経
営
セ

（
９
）
 

ラ
ル
ル
ニ
当
り
、
其
最
モ
困
難
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ノ
｜
ツ
ハ
稼
人
ノ
欠
乏
是
ナ
リ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
『
神
岡
鉱
山
事
業
沿
革

史
』
の
労
務
編
は
、
「
当
鉱
業
所
ノ
従
業
員
募
集
地
域
〈
往
時
〈
足
尾
地
方
二
需
メ
タ
ル
コ
ト
ァ
リ
シ
ミ
岐
阜
県
下
〈
勿
論
富
山
、
石

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

川
、
福
井
、
新
潟
遠
ク
ハ
秋
田
方
面
ノ
各
地
方
ニ
シ
テ
、
常
二
所
要
人
員
ノ
募
集
二
腐
心
シ
タ
リ
シ
モ
、
定
員
ヲ
得
ル
事
容
易
ナ
ラ

、
（
、
）

ズ
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
記
し
て
い
る
。

時
と
し
て
労
働
力
不
足
は
、
不
熟
練
部
門
に
も
及
ん
だ
こ
と
は
、
同
じ
く
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
の
神
岡
鉱
山
の
「
人
夫

募
集
之
件
に
付
御
伺
」
な
る
資
料
の
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
例
年
ノ
通
り
追
々
農
業
時
二
相
向
上
且
シ
本
年
〈
北

（
ｕ
）
 

海
道
屯
田
丘
〈
ノ
移
住
民
等
多
キ
為
〆
車
夫
、
手
子
大
二
減
少
シ
此
儘
二
黙
過
セ
バ
数
日
ヲ
出
ズ
シ
テ
採
業
上
差
支
候
」
と
記
し
人
夫
募

集
の
必
要
を
提
起
し
て
い
る
。
熟
練
鉱
夫
の
不
足
は
、
鉱
夫
争
奪
戦
を
必
然
化
さ
せ
た
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
『
日
本
鉱
業

（
皿
）

会
誌
』
で
は
、
佐
渡
鉱
山
側
か
ら
古
河
の
草
倉
鉱
山
に
対
し
、
「
坑
夫
ヲ
窺
取
シ
職
工
ヲ
編
誘
ス
ル
ノ
卑
劣
所
業
」
が
指
摘
さ
れ
、
ま

（
⑬
）
 

た
生
野
鉱
山
や
飛
騨
地
方
に
よ
る
「
坑
夫
誘
導
ノ
弊
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
熟
練
鉱
夫
の
争
奪
戦
は
、
賃
金
の
上
昇
を

促
し
、
ま
た
熟
練
鉱
夫
を
募
集
す
る
飯
場
頭
の
相
対
的
立
場
を
強
め
た
。

熟
練
労
働
力
の
不
足
は
、
炭
砿
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
特
に
、
北
海
道
と
常
磐
の
二
地
方
で
新
た
に
石
炭
業
が
形
成

さ
れ
る
に
際
し
て
は
、
九
州
地
方
か
ら
熟
練
炭
砿
夫
の
導
入
を
は
か
っ
た
が
、
九
州
地
方
自
体
の
石
炭
業
の
発
展
が
一
般
に
熟
練
労
働

力
の
不
足
に
出
会
っ
て
い
た
情
況
で
は
、
そ
れ
自
体
が
著
し
く
困
難
で
あ
り
、
北
海
道
と
常
磐
の
二
地
方
は
、
明
治
期
の
石
炭
業
の
確

立
期
に
お
い
て
著
し
い
熟
練
労
働
力
不
足
に
悩
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

例
え
ば
『
北
炭
七
○
年
史
』
は
、
労
働
力
不
足
に
つ
い
て
次
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。
明
治
二
○
年
代
前
半
に
つ
い
て
「
石
炭
需
要

の
増
加
と
と
も
に
増
産
の
必
要
を
承
と
め
た
の
で
、
内
地
方
面
に
対
し
て
鉱
夫
の
大
量
募
集
を
開
始
し
、
こ
れ
が
移
入
に
忙
殺
さ
れ
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た
」
、
特
に
日
清
戦
争
後
の
石
炭
需
要
の
急
増
に
際
し
て
、
囚
人
労
働
の
廃
止
も
あ
っ
て
「
各
炭
砿
と
も
極
度
の
労
働
力
不
足
に
お
ち

い
」
り
、
「
そ
の
た
め
百
方
手
段
を
尺
し
て
、
東
北
地
方
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
遠
く
新
潟
、
富
山
、
石
川
方
面
に
積
極
的
募
集
を
開

（
ｕ
）
 

始
」
し
た
と
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
即
戦
力
と
な
る
熟
練
炭
砿
夫
は
、
東
北
地
方
や
北
陸
地
方
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
多
く

は
、
炭
砿
で
代
替
の
き
く
金
属
鉱
山
の
熟
練
鉱
夫
で
あ
っ
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
常
磐
地
方
で
も
事
情
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
熟
練
鉱
夫
の
不
足
は
、
熟
練
鉱
夫
の
養
成
機
関
で
も
あ
っ
た
友
子
制
度
の
社
会
的
意
義
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

各
鉱
山
の
経
営
者
は
、
目
鉱
山
に
お
い
て
友
子
制
度
を
温
存
し
、
新
た
な
鉱
山
開
発
に
際
し
て
は
友
子
制
度
の
導
入
を
は
か
り
、
労
働

力
の
養
成
を
行
な
っ
て
、
熟
練
鉱
夫
の
確
保
に
つ
と
め
た
。
熟
練
鉱
夫
の
不
足
は
、
そ
う
し
た
傾
向
を
加
速
的
に
強
め
た
。
鉱
山
資
本

は
、
熟
練
鉱
夫
が
不
足
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
全
体
的
に
も
あ
る
い
は
個
別
鉱
山
と
し
て
も
、
友
子
制
度
に
よ
る
熟
練
鉱
夫
の
養
成
に
大

き
な
期
待
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
個
別
鉱
山
に
と
っ
て
は
、
友
子
組
織
が
成
長
し
て
い
て
、
年
を
多
く
の
友
子
を
取
立

て
、
し
か
も
取
立
て
ら
れ
た
友
子
メ
ン
バ
ー
を
友
子
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
取
立
山
（
親
山
と
も
よ
ぶ
）
に
三
年
三
ヶ
月
拘
束
し
て
も

ら
う
こ
と
は
、
熟
練
鉱
夫
（
取
立
て
ら
れ
た
坑
夫
は
十
分
な
熟
練
鉱
夫
と
は
い
え
な
い
が
）
を
確
保
し
て
お
く
う
え
で
き
わ
め
て
重
要

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
鉱
山
資
本
全
体
と
し
て
承
れ
ば
、
鉱
夫
争
奪
は
相
互
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
る
鉱
山
が
他
鉱
山
か
ら
鉱
夫
を
募
集

し
て
も
、
他
鉱
山
が
あ
る
鉱
山
か
ら
鉱
夫
募
集
を
行
な
え
ば
、
鉱
夫
は
増
え
な
い
。
従
っ
て
鉱
山
資
本
全
体
の
立
場
か
ら
は
、
友
子
制

度
に
よ
る
熟
練
鉱
夫
の
養
成
機
能
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
鉱
山
資
本
に
よ
る
友
子
制
度
へ
の
依
存
と
期
待
は
、
友
子
制
度
を
制
度
的
に
も
成
長
さ
せ
、
友
子
制
度
の
普
及
を
必
然

化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
の
②
の
⑤
の
注

（
１
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
簡
単
な
が
ら
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
著
『
賃
労
働
政
策
の
理
論
と
歴
史
』
、
世
界
書
院
Ｃ
九
七
八
年
）
、
一
八



5０ 

○
近
代
的
鉱
山
に
お
け
る
飯
場
制
度
の
発
展

明
治
期
に
お
け
る
日
本
鉱
山
業
の
近
代
化
過
程
の
第
三
の
特
質
は
、
鉱
山
資
本
が
、
広
い
意
味
で
の
鉱
夫
の
労
務
管
理
を
自
か
ら
行

う
こ
と
が
で
き
ず
、
い
わ
ゆ
る
飯
場
制
度
に
代
行
的
に
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

明
治
期
の
近
代
的
鉱
山
に
い
わ
ゆ
る
飯
場
制
度
が
広
範
に
存
在
し
、
鉱
山
資
本
が
鉱
夫
の
労
務
管
理
の
た
め
に
こ
の
飯
場
制
度
に
大

/■、／へ′へ′~、／卓、′戸、／へ〆、

1４１３１２１１１０９８７ 
、.ノ、=ノ、､ノ、､ノ、.ノミーノ、､ノ、.ノ

／=、／戸、'－，／、

６５４３ 
、=ノ、.ノ、ゾ、_ノ

五
頁
。

（
２
）
詳
し
く
は
、
北
海
道
の
炭
砿
へ
の
金
属
鉱
山
鉱
夫
の
移
入
に
つ
い
て
は
、
山
田
健
「
友
子
制
度
の
導
入
と
そ
の
系
譜
」
、
『
北
海
道
に
お
け
る

炭
鉱
の
発
展
と
労
働
者
』
（
北
海
道
開
拓
記
念
館
）
を
参
照
、
常
磐
地
方
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
、
二
○
九
頁
以
下
を

参
照
。

ほ
こ
村
一
夫
「
足
尾
単

同
上
、
一
○
七
頁
。

『
日
本
鉱
業
会
誌
』
第
五
一
号
（
明
治
一
一
一
一
年
五
月
）
、
二
六
一
一
頁
。

『
日
本
鉱
業
会
誌
』
第
五
一
一
一
号
（
明
治
一
三
年
八
月
）
、
一
一
一
九
七
頁
。

『
北
炭
七
○
年
史
』
、
三
八
頁
、
六
五
’
六
頁
。

『
日
本
労
働
運
動
史
料
』
第
一
巻
四
九
頁
。

『
栃
木
県
史
』
史
料
編
、
近
現
代
九
、
二
六
頁
。

『
五
十
年
史
編
纂
史
料
ｌ
神
岡
鉱
山
史
』
第
四
編
労
務
、
五
○
頁
。

森
喜
一
『
日
本
近
代
化
と
労
働
者
階
級
』
、
二
八
頁
、
六
一
頁
を
参
照
。

一
一
村
一
夫
「
原
蓄
期
に
お
け
る
鉱
山
労
働
者
数
」
下
、
大
原
社
研
『
研
究
室
資
料
月
報
』
Ｚ
○
・
＄
Ｐ
一
三
頁
。

同
上
、
一
三
頁
。

日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第
三
巻
、
一
四
四
頁
。
尚
、
明
治
期
の
金
属
鉱
山
に
お
け
る
熟
練
労
働
力
不
足
に
つ
い
て

二
村
一
夫
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
労
資
関
係
の
史
的
分
析
②
」
、
大
原
社
研
『
研
究
室
資
料
月
報
』
三
・
・
鵠
①
で
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。

同
上
、
五
○
頁
。



５１明治期における友子制度普及の必然性

（
１
）
 

き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
飯
場
制
度
そ
の
』
も
の
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
立
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。

常
識
的
に
い
え
ば
飯
場
制
度
と
は
、
鉱
山
資
本
の
下
で
、
鉱
夫
の
有
力
者
が
、
一
定
の
手
当
を
も
っ
て
一
部
作
業
を
請
負
い
つ
つ
、

鉱
夫
の
募
集
、
労
働
の
指
揮
、
賃
金
の
管
理
、
そ
し
て
賄
制
度
や
掛
売
り
に
よ
る
鉱
夫
の
生
活
管
理
な
ど
を
行
な
い
、
要
す
る
に
鉱
夫

（
２
）
 

の
労
務
管
理
を
全
般
的
に
菫
雨
負
う
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
期
に
お
い
て
鉱
山
資
本
は
、
一
方
で
は
採
鉱
部
面
が
手
掘
り
で
あ
っ
た
た
め
、
鉱
夫
の
労
務
管
理
を
資
本
の
ラ
イ
ン
白
か
ら
に

よ
っ
て
全
一
的
に
行
な
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
他
方
で
は
、
鉱
山
資
本
は
、
明
治
期
に
お
い
て
は
採
鉱
部
面
の
細
部
に
至
る
ま
で

を
十
分
に
掌
握
す
る
生
産
知
識
あ
る
い
は
労
務
管
理
能
力
を
蓄
積
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
情
況
に
あ
っ
て
、
鉱
山
資
本

は
、
旧
来
の
鉱
業
人
や
鉱
夫
中
の
有
力
者
を
請
負
人
あ
る
い
は
飯
場
頭
に
登
用
し
、
彼
ら
に
一
部
の
作
業
を
も
含
め
、
鉱
夫
の
労
務
管

理
全
般
を
請
負
的
に
行
な
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
飯
場
制
度
は
、
二
つ
の
形
態
に
わ
け
て
理
解
す
る
こ
と
が
合
理

的
で
あ
る
。
第
一
の
形
態
は
、
歴
史
的
に
は
徳
川
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
ふ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
請
負
人
が
、
鉱
山
主
や
投
資
者

か
ら
採
鉱
場
を
請
負
い
、
作
業
量
や
生
産
物
の
量
に
応
じ
て
請
負
賃
を
取
得
し
、
白
か
ら
鉱
夫
を
総
括
し
た
。
私
は
、
こ
う
し
た
形
態
一

の
請
負
制
度
を
前
期
飯
場
制
度
と
呼
び
た
い
。
第
二
の
形
態
は
、
請
負
人
が
、
作
業
量
や
生
産
物
量
に
応
じ
た
手
当
で
は
な
く
一
定
の

（
３
）
 

手
当
や
あ
る
い
は
統
括
し
て
い
る
鉱
夫
の
賃
金
の
何
％
か
を
拳
頑
負
賃
と
し
て
得
て
、
労
務
統
括
を
行
な
う
制
度
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

飯
場
制
度
と
は
、
後
者
を
典
型
と
し
て
い
る
が
、
論
者
の
中
に
は
、
前
者
を
飯
場
制
度
と
承
な
い
意
見
も
あ
る
。

炭
砿
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
が
ふ
ら
れ
る
。
九
州
で
は
納
屋
制
度
と
呼
ば
れ
、
北
海
道
と
常
磐
地
方
の
炭
砿
で
は
、
飯
場
制
度

と
呼
ば
れ
た
。
北
海
道
と
常
磐
地
方
で
は
、
こ
う
し
た
請
負
制
度
が
金
属
鉱
山
に
お
け
る
飯
場
制
度
を
移
入
し
た
た
め
に
、
飯
場
制
度

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。



5２ 
明
治
期
の
鉱
山
業
の
発
展
は
、
こ
の
飯
場
制
度
へ
の
依
存
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
そ
の
限
り
で
飯
場
制
度
は
、
鉱
山
業
の
近
代
化
に

（
４
）
 

貢
献
し
た
こ
と
に
な
る
。
明
治
期
に
友
子
制
度
が
普
及
し
た
第
三
の
根
拠
は
、
明
治
期
の
近
代
的
鉱
山
業
の
発
展
の
過
程
で
、
飯
場
制

度
が
鉱
山
資
本
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
著
し
い
発
展
を
ふ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

で
は
飯
場
制
度
は
具
体
的
に
ゑ
て
何
故
発
展
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
飯
場
制
度
の
発
展
は
、
そ
の
相
対
的
独
自
性
の
強
化
に
帰
着

す
る
。
そ
し
て
、
飯
場
制
度
の
発
展
は
、
多
分
に
友
子
制
度
と
の
絡
み
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
鉱
山
資
本
に
よ
っ
て
登
用
さ
れ
た

飯
場
頭
は
、
鉱
夫
中
の
有
力
者
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
友
子
内
の
有
力
な
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
飯
場
頭
の
基
本
的
任
務
は
第
一
に

直
接
鉱
夫
を
統
括
し
て
働
か
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
飯
場
頭
は
、
友
子
の
も
つ
勤
勉
性
、
一
雇
主
へ
の
忠
誠
意
識
、
労
働
・
生
活
面
に
お

け
る
自
治
的
規
律
や
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
鉱
夫
統
括
に
利
用
し
た
。
鉱
山
内
に
お
け
る
労
働
・
生
活
上
の
規
律
は
主
に
友
子
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
友
子
制
度
に
結
び
つ
い
た
飯
場
頭
の
存
在
は
、
鉱
山
資
本
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
事
柄
で
あ
っ
た
。
飯
場

頭
が
友
子
制
度
を
利
用
し
て
鉱
夫
の
統
括
力
を
示
せ
ば
示
す
ほ
ど
、
鉱
山
資
本
の
飯
場
頭
へ
の
依
存
度
は
強
ま
っ
た
。

飯
場
頭
の
相
対
的
立
場
を
強
化
さ
せ
た
の
は
、
熟
練
労
働
力
不
足
の
傾
向
の
な
か
で
、
飯
場
頭
が
採
鉱
現
場
へ
の
労
働
力
の
供
給
機

能
を
委
託
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
鉱
山
資
本
は
、
ま
だ
十
分
に
労
働
力
の
獲
得
能
力
を
も
た
な
か
っ
た
。
友
子
制
度
は
、
熟
練
労

働
力
を
養
成
し
て
い
た
。
飯
場
頭
は
、
自
山
に
友
子
制
度
が
あ
れ
ば
友
子
の
熟
練
労
働
力
養
成
機
能
の
成
果
を
自
か
ら
の
も
の
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
飯
場
頭
は
、
熟
練
鉱
夫
の
募
集
を
ま
か
さ
れ
た
。
彼
は
、
鉱
夫
の
募
集
に
は
友
子
制
度
を
利
用
し
た
。
飯
場
内

、
、

の
友
子
メ
ン
バ
ー
の
出
生
鉱
山
（
友
子
に
取
立
て
ら
れ
た
鉱
山
）
に
つ
て
を
頼
っ
て
鉱
夫
の
募
集
を
行
な
っ
た
り
、
自
か
ら
の
親
分
や

兄
弟
分
筋
を
頼
っ
て
鉱
夫
の
募
集
を
行
な
っ
た
。
友
子
制
度
は
、
労
働
移
動
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
っ
た
が
、
飯
場
頭
が
友
子
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
り
、
友
子
内
で
有
力
な
発
言
力
を
も
つ
時
に
の
み
、
飯
場
頭
に
と
っ
て
友
子
制
度
は
鉱
夫
募
集
の
強
力
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
飯
場
頭
が
有
力
な
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
に
よ
っ
て
積
極
的
に
鉱
夫
募
集
が
行
な
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わ
れ
た
こ
と
は
、
後
節
で
詳
し
く
実
一
証
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
飯
場
頭
の
労
務
管
理
上
の
役
割
は
、
鉱
山
資
本
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
飯
場
頭
の

相
対
的
立
場
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
飯
場
頭
ら
は
、
そ
の
立
場
を
利
用
し
て
勢
力
を
増
大
し
、
賄
や
日
用
品
の
販
売
を

通
じ
て
財
力
を
蓄
積
し
た
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
労
働
者
の
繰
り
込
み
数
を
ゴ
マ
か
し
た
り
、
不
正
な
手
段
で
財
力
を
拡
大
し
た
。
こ

う
し
た
事
態
は
、
当
然
鉱
山
資
本
の
無
視
し
え
な
い
と
こ
ろ
と
な
り
、
明
治
三
○
年
代
に
は
足
尾
銅
山
や
別
子
銅
山
に
典
型
的
に
み
ら

（
５
）
 

れ
る
よ
う
に
、
鉱
山
資
本
に
よ
る
大
幅
な
飯
場
制
度
の
改
革
を
必
然
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
明
治
期
に
お
け
る
飯
場
制
度
の
発
展
、
そ
の
相
対
的
独
自
性
の
強
化
は
、
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の

普
及
、
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
期
に
お
い
て
は
、
友
子
制
度
は
、
多
分
に
こ
の
飯
場
制
度
に
依
存
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
後
に
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
友
子
の
活
動
は
、
飯
場
に
基
礎
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
友
子
の
事
務
所
で

あ
る
交
際
所
は
飯
場
に
お
か
れ
て
い
た
し
、
取
立
式
も
飯
場
ご
と
に
組
織
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
友
子
制
度
は
、
鉱
山
資
本
に
庇
護

さ
れ
て
発
展
し
た
だ
け
で
な
く
、
直
接
的
に
は
、
飯
場
頭
の
庇
護
の
下
で
普
及
し
、
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
友
子
制
度
は
、
本

質
的
に
飯
場
制
度
と
癒
着
す
る
側
面
を
も
っ
て
お
り
、
飯
場
制
度
の
相
対
的
強
化
の
過
程
で
、
飯
場
頭
に
よ
る
支
配
を
強
め
る
こ
と
に

屯
な
っ
た
。

飯
場
制
度
と
友
子
制
度
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
資
本
の
友
子
に
対
す
る
態
度
、
対
策
に
つ
い
て
は
別
に
稿
を
改
め
て
詳
し
く
分
析
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。

三
の
②
の
何
の
注

（
１
）
飯
場
制
度
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
研
究
と
し
て
大
山
敷
太
郎
『
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
』
、
拙
著
『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
が
あ
り
、
又

『
日
本
労
務
管
理
年
誌
』
や
間
宏
『
日
本
労
務
管
理
史
研
究
』
も
飯
場
制
度
に
つ
い
て
手
極
よ
く
紹
介
し
て
い
る
。
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③
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
普
及
の
主
体
的
要
因

こ
れ
ま
で
明
治
期
に
お
い
て
友
子
制
度
の
普
及
し
た
客
観
的
根
拠
を
分
析
し
、
友
子
制
度
普
及
の
客
観
的
な
原
因
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
こ
こ
で
は
更
に
明
治
期
に
友
子
制
度
の
普
及
し
た
主
体
的
要
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
ら
か
に
明
治
期
に

お
い
て
は
、
友
子
制
度
は
、
友
子
自
体
の
中
に
普
及
し
発
展
す
る
主
体
的
要
因
を
内
蔵
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
の
要
因
は
、
明
治
期
に
お
い
て
鉱
夫
の
社
会
的
自
覚
が
一
般
に
高
ま
っ
た
こ
と
と
友
子

（
１
）
 

の
同
職
組
合
意
識
が
高
揚
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
幕
末
期
に
鉱
山
で
一
連
の
騒
擾
が
勃
発
し
た
が
、
そ
れ
は
物
価
騰
里
員
や
政
情
不

安
を
契
機
に
鉱
夫
が
社
会
的
自
覚
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
会
津
の
一
鉱
山

の
経
営
側
資
料
は
、
「
金
掘
共
下
知
之
儀
厳
重
一
一
不
致
候
而
者
不
相
成
殊
二
寄
難
渋
之
次
第
願
二
及
候
剛
飯
場
一
同
之
願
杯
と
不
筋
之

、
、
、
、

儀
申
出
候
事
も
間
有
之
候
間
右
等
之
儀
徒
党
同
様
之
答
二
不
致
候
而
者
不
知
行
屈
兼
旨
物
語
御
座
侯
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
記
し
、
周

（
２
）
 

辺
経
営
者
が
「
組
山
と
唱
七
八
ヶ
山
申
生
ロ
」
対
策
を
講
じ
た
と
も
記
し
て
い
る
。

（
２
）
私
は
炭
砿
に
お
け
る
納
屋
制
度
、
飯
場
制
度
に
つ
い
て
は
前
掲
書
の
中
で
詳
細
な
分
析
を
試
承
た
が
、
金
属
鉱
山
に
お
け
る
飯
場
制
度
に
つ

い
て
は
ま
だ
詳
し
く
は
分
析
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
の
分
析
は
、
後
論
で
友
子
制
度
と
飯
場
制
度
と
の
関
連
を
考
察
す
る
際
に
、
幾
分

と
も
立
入
っ
て
行
な
う
予
定
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
飯
場
制
度
に
つ
い
て
の
こ
主
か
な
議
論
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

（
３
）
飯
場
制
度
の
二
形
態
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
前
掲
書
に
お
い
て
私
の
提
起
し
た
炭
砿
に
お
け
る
制
度
に
つ
い
て
の
仮
説
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
金

属
鉱
山
の
飯
場
制
度
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
こ
う
し
た
把
握
は
従
来
承
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
点
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
拙
稿
『
日
本
石
炭
業
の
技
術
と
労
働
』
（
国
連
大
学
）

が
あ
り
、
と
く
に
「
筑
豊
の
石
炭
業
近
代
化
過
程
に
お
け
る
頭
領
制
の
役
割
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
二
村
一
夫
「
足
尾
暴
動
の
基
礎
過
程
」
、
『
法
学
志
林
』
第
五
七
巻
第
一
号
、
別
子
鉱
山
に
つ
い
て
は
新
居

浜
市
『
新
居
浜
産
業
経
済
史
』
の
七
、
八
章
（
星
島
一
夫
稿
）
を
参
照
。
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維
新
期
の
政
治
的
混
乱
、
維
新
政
府
の
文
明
開
化
政
策
、
あ
る
い
は
鉱
山
の
近
代
化
政
策
な
ど
も
明
治
初
期
の
鉱
夫
の
社
会
的
自
覚

を
高
め
、
ひ
い
て
は
友
子
の
活
動
を
活
発
化
し
、
同
職
組
合
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
’
二

月
の
行
政
官
布
告
第
一
七
七
号
は
、
「
近
頃
無
頼
の
輩
一
新
の
御
趣
意
不
相
弁
、
種
を
名
号
を
唱
へ
鉱
山
を
巡
覧
、
村
民
を
悩
し
、
金

（
３
）
 

銭
を
掠
奪
致
候
様
の
儀
有
之
相
聞
へ
以
之
外
の
事
仁
侯
、
時
宜
に
よ
り
、
召
捕
候
共
不
苦
候
事
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
事
態
は
、
鉱
夫
が
盗
族
化
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
｜
般
的
に
よ
れ
ば
、
御
一
新
の
開
明
的
雰
囲
気
の
情
況
下
に
あ
っ
て
、

解
放
的
と
な
っ
た
鉱
夫
が
、
賃
上
げ
や
待
遇
改
善
を
活
発
に
行
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
よ
く
文
面
を
承
る
と
、
私
に

は
、
「
種
を
名
号
を
唱
へ
鉱
山
を
巡
覧
」
と
い
う
の
は
、
友
子
の
メ
ン
バ
ー
が
浪
人
と
し
て
各
鉱
山
を
移
動
し
、
友
子
の
慣
習
に
従
っ

て
、
交
際
所
で
仁
義
を
切
る
様
子
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
ま
た
「
金
銭
を
掠
奪
」
云
々
は
、
友
子
の
慣
習
に
あ
る
一
宿
一

飯
や
草
畦
銭
の
こ
と
で
あ
り
、
鉱
山
や
友
子
に
つ
い
て
無
知
な
役
人
や
経
営
者
に
は
、
そ
れ
ら
が
「
掠
奪
」
の
よ
う
に
映
っ
た
の
に
違

い
な
い
。
従
っ
て
、
右
の
記
述
は
、
解
放
的
と
な
っ
た
維
新
下
に
友
子
が
活
発
に
活
動
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
理
解
さ
れ

各
鉱
山
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
事
態
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
二
、
’
’
一
の
資
料
が
示
し
て
い
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
の
福
島
県

下
の
半
田
銀
山
の
一
資
料
は
、
「
毎
々
奉
申
上
侯
通
り
鉱
夫
共
之
儀
者
諸
国
廻
山
渡
世
龍
在
候
も
の
一
一
而
遠
国
他
国
よ
り
入
込
召
抱
置

（
４
）
 

候
も
の
一
一
付
常
体
放
蕩
晴
獺
我
儘
之
も
の
共
二
而
私
手
切
二
お
ゐ
て
取
締
難
出
来
且
つ
銀
山
抜
銀
も
之
有
候
半
哉
と
心
配
仕
候
」
云
々

と
記
し
て
い
る
。
鉱
夫
が
「
放
蕩
晴
獺
我
儘
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
経
営
者
的
表
現
で
あ
っ
て
、
維
新
期
に
社
会
的
自
覚
を
高
め
た
鉱

夫
の
存
在
を
指
摘
す
る
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
徳
川
末
期
に
福
島
地
方
に
友
子
制
度
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
え
ば
、
こ

れ
ら
の
資
料
は
、
友
子
が
活
発
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
十
二
分
に
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

、
、
、
、
、
、

ま
た
明
治
初
年
の
尾
去
沢
鉱
山
の
一
資
料
は
、
「
近
頃
心
得
違
之
者
に
は
文
明
開
化
之
四
字
を
了
解
せ
ず
、
自
主
自
由
之
権
を
許
さ

い
な
い
。
従
一

る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
友
子
の
活
発
化
は
、
政
府
あ
る
い
は
鉱
山
当
局
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
傾
向
と
み
な
さ
れ
、

友
子
は
当
局
か
ら
非
合
法
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ぎ
の
行
政
官
布
告
も
尾
去
沢
鉱
山
の
「
仲
間
連
印
徒
党
」

の
禁
止
策
も
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
友
子
組
織
が
非
合
法
化
さ
れ
、
非
公
然
の
う
ち
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
、
次
の
資
料
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
○
年
二
八
七
七
）
に
飛
騨
の
長
棟
鉱
山
で
友
子
の
取
立
て
が
行
な
わ
れ
、
当

時
長
棟
鉱
山
に
友
子
組
織
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
友
子
の
一
員
の
残
し
た
日
記
に
は
、
取
立
て
に
際
し
て
「
大

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

工
取
立
出
世
二
付
、
色
々
仕
談
有
是
二
依
テ
左
之
連
中
他
言
致
間
敷
事
定
置
、
若
他
一
一
一
口
い
た
し
候
節
者
如
何
様
之
御
取
扱
二
相
成
候
得

（
７
）
 

共
不
苦
侯
事
」
と
「
定
書
」
（
傍
点
引
用
者
）
し
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
取
立
て
が
非
公
然
の
う
ち
に
行
な
わ
れ
、

友
子
組
織
が
非
公
然
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
非
公
然
の
な
か
で
厳
し
い
規
律
を
も
っ
て
組

織
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
友
子
の
生
命
力
あ
る
い
は
同
職
組
合
意
識
の
強
さ
を
も
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
友
子
の
同
職
組
合
意
識
の
高
揚
は
、
鉱
山
で
働
く
場
合
は
、
友
子
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
社
会
的
意
識
を

る
上
杯
と
大
を
誤
解
候
よ
り
、
日
常
の
風
俗
不
法
之
容
体
甚
敷
」
（
傍
点
引
用
者
）
云
々
と
記
し
、
そ
れ
故
鉱
山
の
秩
序
に
厳
し
い
規

（
５
）
 

則
の
必
要
を
主
張
し
、
「
仲
間
連
印
徒
党
を
企
て
る
が
如
き
こ
と
を
禁
ず
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
も
維
新
後
の

鉱
夫
が
、
「
文
明
開
化
」
や
「
自
主
自
由
之
権
」
を
自
覚
し
、
社
会
的
な
自
覚
を
高
め
、
経
営
者
に
対
抗
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
仲
間
連
印
徒
党
を
企
て
る
」
行
為
が
、
単
に
争
議
行
為
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
で
も
友
子
組

織
の
活
発
な
活
動
の
存
在
を
示
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
資
料
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
維
新
期
に
鉱
夫
は
社
会
的
自
覚
を
高
め
、
鉱
山
経
営
者
に
対
抗
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
う
し
た
傾
向
は
、
友
子
に
も
反
映
し
、
友
子
の
同
組
合
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
時
に
は
友
子
が
待
遇
改
善
運
動
を
行
な
う
こ
と
に
も
な

（
６
）
 

っ
た
。
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一
般
化
す
る
。
徳
川
期
に
は
、
少
な
く
と
も
鉱
内
で
働
く
鉱
夫
は
、
見
習
期
間
は
別
に
す
れ
ば
、
皆
友
子
に
加
入
し
た
と
思
わ
れ
る
の

だ
が
、
明
治
期
の
近
代
的
鉱
山
に
お
い
て
は
、
鉱
山
内
分
業
が
進
展
し
て
、
鉱
内
外
は
不
熟
練
職
種
を
自
立
化
さ
せ
た
の
で
、
こ
の
部

門
の
鉱
夫
は
必
ず
し
も
友
子
に
入
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
情
況
下
で
、
友
子
制
度
が
普
及
し
え
た
の
は
、
鉱
山
社
会
内
部

に
、
鉱
山
で
働
く
場
合
は
、
友
子
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
明
治
期
の
鉱
山
労
働

組
合
の
指
導
者
と
な
っ
た
永
岡
鶴
蔵
は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
友
子
に
加
入
し
た
時
の
動
機
を
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い

る
。
「
蒼
雲
を
笠
に
か
ぶ
っ
て
世
の
中
を
渡
る
一
本
立
の
者
は
是
非
相
等
の
団
体
若
し
く
は
組
合
に
加
入
す
る
必
要
を
感
じ
た
予
は
固

よ
り
坑
夫
と
な
る
こ
と
を
好
ま
ず
一
時
凌
に
鉱
山
に
這
り
少
し
の
金
を
残
し
て
元
の
商
法
を
す
る
考
え
で
あ
っ
た
。
此
で
心
を
変
じ
て

（
８
）
 

金
掘
社
会
に
加
入
す
る
こ
と
を
志
願
し
」
た
と
。
ま
た
明
治
二
一
一
年
（
一
八
八
九
）
に
足
尾
銅
山
に
入
っ
た
一
鉱
夫
は
「
坑
夫
仲
間
で

は
親
分
が
な
い
と
（
即
ち
友
子
に
加
入
し
な
い
と
ｌ
引
用
者
）
…
…
自
分
の
立
場
が
苦
し
く
な
っ
た
の
で
、
二
年
ほ
ど
経
っ
た
と
き

（
９
）
 

親
分
を
持
ち
ま
し
た
」
と
証
一
一
一
一
口
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
当
時
は
、
鉱
山
で
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
友
子
に
加
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
風
潮
が
支
配
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
友
子
の
側
も
ま
た
鉱
山
で
働
く
鉱
夫
は
、
友
子
に
加
入
し
な
い
と
立
ち
行
か
な
い
雰
囲
気
を
意
図
的
に

作
り
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
の
「
足
尾
銅
山
（
礦
夫
の
生
活
）
」
と
題
す
る
新
聞
記
事
は
、
「
素
人
に
し

て
始
め
て
礦
山
に
就
業
せ
ん
と
す
る
は
蓋
し
尋
常
一
様
の
事
に
あ
ら
」
ず
し
て
、
友
子
「
社
会
以
外
の
者
に
て
は
殆
ん
ど
近
づ
く
べ
か

（
Ⅲ
）
 

ら
ず
」
と
い
っ
た
鉱
山
内
の
風
潮
を
伝
鯵
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
友
子
制
度
は
、
鉱
山
資
本
の
容
認
と
い
う
有
利
な
客
観
的
情
況
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
あ
る
い
は
飯
場
制
度
の
発
展

を
温
床
と
し
て
鉱
夫
の
社
会
的
自
覚
を
基
礎
に
、
伝
統
的
な
同
職
組
合
意
識
を
強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
展
し
、
広
範
に
普
及
し
た

の
で
あ
る
。
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（
、
）

明
治
期
に
友
子
制
度
が
普
及
す
る
主
体
的
要
因
の
第
二
の
点
は
、
友
子
制
度
の
機
能
が
明
治
期
の
鉱
夫
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
益
で

あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鉱
夫
に
と
っ
て
友
子
制
度
が
有
益
で
あ
っ
た
こ
と
の
第
一
の
点
は
、
友
子
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
鉱
夫
の
賃
金
上
昇
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
期
の
鉱
山
業
の
採
鉱
部
面
に
手
掘
り
の
熟
練
労
働
を
残
存
さ
せ
た
こ

と
は
、
鉱
山
資
本
に
と
っ
て
熟
練
労
働
力
の
養
成
機
能
を
も
っ
た
友
子
制
度
を
必
要
と
し
た
よ
う
に
、
鉱
夫
に
と
っ
て
も
、
友
子
制
度

は
、
採
鉱
部
面
で
働
く
た
め
に
は
技
能
を
身
に
付
け
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
も
採
鉱
部
門
の
賃
金
は
相
対
的
に
高
か
っ
た
か

ら
、
高
い
賃
金
を
得
る
た
め
に
は
、
友
子
に
加
入
し
て
、
採
鉱
部
面
で
採
鉱
夫
と
し
て
働
く
必
要
が
あ
っ
た
。
．

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
よ
り
高
い
賃
金
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
技
能
を
一
層
高
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
鉱
夫
た
ち
は
、
友

子
に
取
立
て
ら
れ
た
取
立
山
で
三
ヶ
年
働
け
ば
、
他
の
鉱
山
を
渡
り
歩
い
て
、
種
戈
の
採
鉱
場
所
を
経
験
し
、
採
鉱
知
識
と
技
術
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
鉱
夫
が
修
業
の
た
め
に
鉱
山
を
渡
り
歩
く
場
合
、
友
子
に
加
入
し
て
お
れ
ば
、
種
々
の
便
宜
が
得
ら
れ

た
。
友
子
に
は
浪
人
制
度
や
客
人
制
度
と
か
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
鉱
山
か
ら
鉱
山
に
移
動
す
る
場
合
に
、
友
子
の
交
際
所
に
行
っ

て
、
一
宿
一
飯
の
便
宜
を
受
け
、
一
履
用
の
機
会
が
な
け
れ
ば
草
鮭
銭
を
も
ら
っ
て
他
の
鉱
山
に
移
動
し
た
。
友
子
制
度
は
、
鉱
夫
が
修

業
の
た
め
と
よ
り
高
い
賃
金
を
求
め
て
移
動
す
る
の
を
保
障
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
鉱
夫
は
、
鉱
夫
が
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
友
子
の
同
職
組
合
員
で
あ
る
と
い
う
仲
間
意
識
に
さ
さ
え
ら

れ
て
、
全
く
知
ら
な
い
土
地
の
鉱
山
に
移
動
し
、
全
く
知
ら
な
い
鉱
夫
仲
間
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
友
子
制
度
の
こ
う
し

あ
る
。
こ
の
点
は
、
従
守

討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
つ
い
で
に
指
摘
す
れ
ば
、
友
子
の
同
職
組
合
意
識
の
高
揚
は
、
鉱
夫
の
社
会
的
自
覚
、
と
く
に
鉱
夫
の
労
資
関
係
に
つ
い
て
の

自
覚
や
社
会
主
義
的
意
識
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
友
子
に
労
働
組
合
的
傾
向
を
生
糸
だ
す
。
す
な
わ
ち
友
子
の
労
働
組
合
化
の
傾
向
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、
従
来
の
友
子
研
究
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
事
で
あ
る
が
、
本
論
に
お
い
て
は
後
節
で
詳
し
く
検
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第10表鉱山災害死傷率（1,000人当り）

た
機
能
な
し
に
、
鉱
夫
が
修
業
の
た
め
に
よ
り
高
い
賃
金
を
求
め
て
鉱
山
を
渡
り
歩
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

鉱
夫
に
と
っ
て
友
子
制
度
が
有
益
で
あ
っ
た
第
二
の
点
は
、
友
子
の
共
済
・
相
互
扶
助
の
機
能
の
存
在
で
あ
る
。
明
治
前
期
に
お
い

て
は
、
鉱
山
に
お
い
て
は
、
労
働
保
護
立
法
も
鉱
山
資
本
に
よ
る
共
済
制
度
、
福
利
厚
生
制
度
も
殆
ん
ど
欠
い
て
い
た
。
そ
の
間
、

鉱
夫
の
病
傷
、
災
害
に
対
す
る
救
済
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
必
ず
し
も
十
分
に
証
明
し
え
な
い
が
、
友
子
制
度
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て

い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）
の
鉱
業
条
例
は
、
「
救
仙
規
則
」
の
制
度
を
各
鉱
山
に
義
務
付
け
、
政
府
も
ま
た

救
仙
制
度
の
施
設
を
行
政
指
導
し
た
が
、
鉱
山
に
よ
る
救
仙
制
度
の
実
施
は
、
形
式
的
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
効
果
は
あ
ま
り
大
き
く
わ

死亡率’負傷率

年６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
 

２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
 

治明 人０
４
５
７
９
４
３
１
０
３
７
２
３
６
１
５
 

７
５
６
３
０
１
６
３
５
２
９
６
１
０
７
５
 

●
０
０
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
 

０
０
０
０
０
０
５
１
１
２
１
１
２
４
２
１
 

人０
１
８
８
９
７
３
４
６
２
１
７
５
９
３
７
０
０
９
 

４
６
２
３
１
３
８
３
４
７
６
７
４
６
５
７
７
３
３
 

０
０
０
０
０
０
０
２
２
３
３
５
２
４
２
２
２
６
２
 

２
３
６
７
６
６
０
 

１
 

８
９
０
１
２
３
４
 

３
３
４
４
４
４
４
 

“ⅢⅡ｜榊
資
本
も
、
明
治
一
一
一
年
（
一
八
八
八
）
の
阿

２
１
２
｜
鉱

仁
鉱
山
に
お
け
る
共
済
組
合
の
設
立
を
嵩
矢

｜ 
業史』

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
友
子
の

Ｊ
 

注ぐ

共
済
制
度
は
、
鉱
夫
に
と
っ
て
大
き
な
救
い

｢明治工

を含む。

形
式
的
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
効
果
は
あ
ま
り
大
き
く
わ

鉱
な
か
っ
た
。
明
治
三
八
年
（
一
九
○
五
）
の

炭し
『
鉱
業
法
』
で
は
、
救
仙
規
定
に
若
干
の
進

但

歩
も
ゑ
ら
れ
た
が
、
本
格
的
に
は
大
正
五
年

りよ
（
一
九
一
六
）
の
「
鉱
夫
労
役
規
則
」
の
制

頁６
 

（
皿
）

』
』

２
 

度
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鉱
川

仁
鉱
山
に
お
け
る
共
済
組
合
の
設
立
を
嵩
矢

と
し
て
各
地
の
鉱
山
に
共
済
組
合
を
設
立
す

る
が
、
明
治
期
に
は
ま
だ
微
々
た
る
存
在
に

（
、
）

す
ぎ
な
か
っ
た
。
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こ
う
し
て
、

広
め
、
発
展
１

三
の
⑧
の
注

で
あ
っ
た
。
友
子
の
共
済
機
能
は
鉱
夫
を
友
子
に
ひ
き
付
け
、
友
子
制
度
の
普
及
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

特
に
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
明
治
期
に
お
け
る
鉱
山
の
近
代
化
が
、
坑
内
の
大
規
模
化
を
も
た
ら
し
、
ま
た
大
資
本
の

投
下
が
鉱
夫
の
酷
使
を
強
め
、
鉱
夫
の
疾
病
や
死
傷
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
○
表
は
、
鉱
山
災
害
が
年
を
追
っ
て
急
増
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
鉱
夫
が
友
子
に
加
入
す
る
こ
と
を
促
進
し
、
鉱
山
社
会
に
お
け
る
友
子
の
存
在

価
値
を
著
し
く
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
友
子
制
度
は
、
そ
の
機
能
が
鉱
夫
の
利
益
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
鉱
夫
を
ひ
き
つ
け
、
組
織
を
拡
大
し

広
め
、
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
庄
司
吉
之
助
「
鉱
山
坑
夫
・
山
師
の
一
摸
」
『
歴
史
公
論
』
二
・
・
認
（
一
九
八
二
年
七
月
）
、
を
参
照
。
ま
た
明
治
前
期
の
鉱
山
騒
擾
に
つ

い
て
は
、
山
本
四
郎
「
明
治
初
期
の
鉱
山
労
働
お
よ
び
労
働
運
動
」
、
『
明
治
前
期
の
労
働
問
題
』
（
お
茶
の
水
書
房
）
所
収
を
参
照
。

（
２
）
『
福
島
県
史
』
第
一
○
巻
上
、
五
三
一
頁
。

（
３
）
鉱
山
懇
談
会
『
日
本
鉱
業
発
達
史
』
上
巻
、
五
三
頁
。

（
４
）
『
福
島
県
史
』
第
九
巻
、
一
○
四
六
頁
。

（
５
）
麓
三
郎
『
尾
去
沢
・
白
根
鉱
山
史
』
、
三
四
五
頁
。

（
６
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
友
子
の
労
働
組
合
化
を
問
題
に
す
る
と
き
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
７
）
『
神
岡
鉱
山
史
』
、
六
四
○
頁
。

（
８
）
永
岡
鶴
蔵
「
坑
夫
の
生
涯
」
、
上
野
英
信
編
『
近
代
民
衆
の
記
録
』
２
鉱
夫
、
一
一
三
九
頁
。

（
９
）
塩
野
良
作
『
名
山
足
尾
』
、
一
六
八
頁
。

（
ｍ
）
松
島
岩
五
郎
「
足
尾
銅
山
（
拡
夫
の
生
活
）
」
、
『
明
治
文
化
全
集
第
』
一
五
巻
、
一
一
四
三
頁
。

（
ｕ
）
明
治
期
の
友
子
の
具
体
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
明
治
末
期
に
つ
い
て
の
言
及
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
全
く
無
視
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
点
の
具
体
的
分
析
は
、
次
節
の
課
題
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
逐
一
実
証
的
に
は
述
べ
な
い
。



６１明治期における友子制度普及の必然性

側
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
普
及
の
必
然
性

（
１
）
 

そ
も
そ
も
友
子
制
度
が
徳
川
期
に
成
立
し
た
根
拠
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
次
の
諸
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に

か
な
』
』

友
子
制
度
は
鉱
山
の
大
規
模
化
と
鉱
山
内
の
分
業
の
発
展
の
過
程
で
、
典
型
的
に
は
金
名
子
と
呼
ば
れ
る
鉱
夫
の
親
方
層
を
頂
点
と
す

る
熟
練
労
働
の
養
成
機
関
と
し
て
形
成
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
友
子
制
度
は
、
ま
ず
親
方
層
の
ひ
き
い
る
徒
弟
制

度
を
内
包
す
る
同
職
集
団
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
友
子
制
度
は
、
鉱
山
が
山
間
僻
地
に
あ
り
、
国
家
権
力
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
鉱
山
の
労
働
及
び
生
活
の
規
律
、
秩
序
を
自
治
的
に
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
故
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
友
子
制
度
は
、
鉱
夫
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
労
働
、
生
活
の
利
害
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
自
治
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
鉱
山
経

営
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
ま
た
鉱
夫
管
理
の
有
力
な
手
段
で
も
あ
っ
た
。
第
三
に
、
友
子
制
度
は
、
鉱
山
の
盛
衰
の
著
し
い
情
況
下

に
あ
っ
て
、
一
定
程
度
労
働
力
の
供
給
を
調
整
あ
る
い
は
別
の
表
現
で
い
え
ば
、
労
働
市
場
に
対
す
る
規
制
の
た
め
に
形
成
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
友
子
制
度
は
、
徒
弟
制
度
に
よ
り
熟
練
鉱
夫
の
数
を
規
制
し
、
浪
人
制
度
に
よ
り
制
度
的
に
労
働
移
動
を
認
め
、
か
つ
労
働

移
動
や
雇
用
の
機
会
を
保
障
し
た
の
で
あ
る
。
第
四
に
友
子
制
度
は
、
厳
し
い
鉱
内
労
働
、
怪
我
や
硅
肺
と
い
う
職
業
病
か
ら
幾
分
と

も
鉱
夫
及
び
家
族
を
救
済
す
る
た
め
の
相
互
扶
助
組
織
と
し
て
も
形
成
さ
れ
た
。
時
と
し
て
友
子
制
度
は
、
鉱
夫
の
生
活
・
労
働
条
件

の
維
持
、
す
な
わ
ち
雇
用
・
労
働
条
件
の
改
善
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
労
働
組
合
と
違
っ
て
、
雇
用
・
労

働
条
件
の
改
善
を
主
目
的
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
友
子
集
団
が
結
果
と
し
て
、
労
働
組
合
的
機
能
は
果
た

す
こ
と
も
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。

徳
川
時
代
に
友
子
制
度
を
成
立
さ
せ
た
四
つ
の
根
拠
は
、
一
般
的
に
ふ
れ
ば
明
治
期
に
お
い
て
も
友
子
制
度
を
維
持
し
た
根
拠
と
し

（
⑫
）
鉱
山
に
お
け
る
労
働
保
護
立
法
の
展
開
に
つ
い
て
は
拙
著
『
賃
労
働
政
策
の
理
論
と
歴
史
』
、
二
六
一
頁
以
下
で
若
干
の
分
析
を
試
ふ
た
。

（
、
）
鉱
山
懇
話
会
『
日
本
鉱
業
発
達
史
』
下
巻
、
五
九
二
頁
参
照
。



6２ 
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
来
マ
一
二
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
企
業
に
照
応
す
る
熟
練
鉱
夫
の
同
職
集
団
と
し
て
友
子
が
、
鉱
山
の
産
業

革
命
が
展
開
さ
れ
る
明
治
期
に
、
他
の
産
業
の
よ
う
に
消
滅
し
な
い
で
、
む
し
ろ
逆
に
広
範
に
普
及
し
た
理
由
は
、
単
に
さ
ぎ
の
四
つ

の
根
拠
に
よ
っ
て
は
説
明
不
十
分
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
友
子
制
度
が
明
治
期
に
お
い
て
か
く
も
広
範
に
普
及
し
、
制

度
的
に
も
確
乎
た
る
も
の
と
し
て
確
立
し
た
特
殊
な
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
明
治
期
に
友
子
制
度
が
広
範
に
普
及
し
た
の
は
、
客
観
的
に
は
、
近
代
的
鉱
山
業
に
お
い
て
採
鉱

部
面
に
手
掘
り
の
熟
練
労
働
を
残
存
さ
せ
た
た
め
、
鉱
山
資
本
は
、
友
子
制
度
に
熟
練
労
働
力
の
養
成
を
大
き
く
依
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
友
子
制
度
の
存
在
を
容
認
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
更
に
こ
の
傾
向
は
、
鉱
山
業
が
急
成
長
し
た
た
め
、
熟
練
鉱
夫
の
不
足

が
生
じ
て
一
層
促
進
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
鉱
山
資
本
が
飯
場
制
度
に
大
き
く
依
存
し
た
た
め
、
元
来
友
子
の
有
力

メ
ン
バ
ー
が
組
織
す
る
飯
場
制
度
に
依
拠
し
て
い
た
友
子
制
度
に
対
し
て
、
飯
場
制
度
の
発
展
は
、
き
わ
め
て
有
利
な
活
動
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
友
子
制
度
の
普
及
・
発
展
に
有
利
な
客
観
的
条
件
に
加
え
、
友
子
制
度
は
、
そ
の
内
包
す
る
機
能
が
、
明
治
期
の
鉱
夫

に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
益
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
鉱
夫
を
ひ
き
つ
け
、
組
織
し
、
か
つ
同
職
組
合
と
し
て
の
意
識
を
高
め
、
組
織
を

整
備
し
、
発
展
さ
せ
、
広
範
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
友
子
制
度
は
、
明
治
期
に
必
然
的
に
普
及
す
る
根
拠
と
要
因
を

備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
は
多
分
に
抽
象
的
で
あ
っ
た
が
、
次
節
に
お
け
る
「
明
治
期
に
お
け
る
友
子
の

組
織
と
機
能
」
の
分
析
は
、
以
上
の
仮
説
を
よ
り
具
体
的
に
実
証
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
の
ｕ
の
注

仙
拙
稿
「
徳
川
時
代
の
金
掘
友
子
に
関
す
る
考
察
」
、
『
経
済
志
林
』
第
四
九
巻
第
四
号
、
一
九
頁
以
下
参
照
。



６３明治期における友子制度普及の必然性

本
誌
の
前
号
で
「
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
普
及
」
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
金
属
鉱
山
研
究
会
の
松
井
勝
明
氏
よ
り
、
明
治
二

二
年
、
一
一
四
年
、
一
一
一
五
年
の
大
森
鉱
山
の
友
子
取
立
面
状
が
存
在
す
る
と
の
教
示
を
受
け
、
か
つ
そ
の
コ
ピ
ー
の
提
供
を
受
け
た
。
原

資
料
の
所
蔵
者
は
、
島
根
県
の
鉱
山
史
研
究
家
の
石
村
禎
久
氏
で
あ
る
。
更
に
石
村
氏
か
ら
は
明
治
三
○
年
の
大
森
鉱
山
の
取
立
面
状

の
コ
ピ
ー
の
送
付
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明
治
中
期
の
中
国
地
方
に
お
け
る
友
子
制
度
の
存
在
が
一
層
確
乎
た
る
も
の
に
な
っ

た
。
両
氏
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
吹
屋
の
長
岡
隆
氏
か
ら
は
、
吉
岡
銅
山
の
明
治
四
四
年
の
取
立
而
状
の
コ
ピ
ー
の
提
供

を
受
け
た
。
記
し
て
お
礼
の
言
葉
に
代
え
た
い
。

前
号
の
論
稿
へ
の
補
遺


